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  Ⅰ 本校の使命 

 

本高専は，「豊かな人間性を有し創造力に富む実践的な技術者の育成」と「地域に 

おける知の拠点としての社会貢献」を使命として掲げ，教育研究基盤並びに管理運営 

基盤の強化を図り，創造力に富む実践的な技術者を育成するとともに香川県の産業界 

や行政と連携を深めて地域の活性化に貢献する。 

 

  Ⅱ 本校の育成する人財像 

 

    本高専では育成する人財像を次のように設定しています。 

   １ 広い視野を持ち，自然との調和を図り，人類の幸福に寄与できる技術者（倫理） 

   ２ 科学技術の基礎知識と応用力を身につけ，時代の変遷に対応できる技術者（知識） 

   ３ 課題解決の実行力と創造力を身につけ，社会に有益なシステムを構築できる技術

者（実行力） 

   ４ 物事を論理的に考え表現する能力を身につけ，国際的に活躍できる技術者（コミ

ュニケーション能力） 

 

 

  Ⅲ 専攻科のディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与の方針）（学修・教育到達目標） 

      

１ 幅広い知識と教養を身につけ，技術の発展が人類の幸せや豊かな社会へ及ぼす 

影響を考えることができる。 

２ 工学的専門知識とスキルを主体的に修得し，社会的課題の解決に取り組むことが

できる。  

３  目標の実現に向けて，創造力を発揮して自ら考え，判断し，計画的に実行するこ

とができる。 

４ 国際的な視野をもって多様性を理解して他者を尊重し，共通の目的実現のために

他者と対話・協働することができる。 

 

     

  Ⅳ 電子情報通信工学専攻のディプロマ・ポリシー 

                 （修了認定・学位授与の方針）（学修・教育到達目標）  

 

   電子情報通信分野の高度な知識・素養を身につけ複合領域にも対応できる幅広い視野 

を持ち，高い問題設定・解決能力を涵養するため，以下の能力を身に付け，所定の単位

を修得した学生に対して，修了を認定します。 

１ 技術者としての責任を自覚し，倫理観を身につけ，人類の福祉に貢献できる。 

２ 技術者としての基礎知識を身につけ，高度な関連技術を修得し，広い視野を持っ 

て技術の発展に対応できる。 

３ 与えられた課題を達成する手段を設計し，粘り強く問題解決に取り組むことが 

 できる。 

４ 日本語または英語により，対話・協働することができ，情報機器を活用して情報 

収集や情報分析，文章作成，口頭発表ができる。 

 

 

  Ⅴ 電子情報通信工学専攻のカリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

   電子情報通信工学専攻では，ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために， 

以下の科目群を用意しています。 

１ 教養科目および技術者倫理に関する科目 



 

２ 自然科学系の科目，電気電子，通信，情報分野の基礎・応用に関する科目 

３ 特別研究，特別実験・演習Ⅱにおけるエンジニアリング・デザイン教育など電気

電子，通信，情報に関する演習・実験・実習科目，および周辺技術等に関する科目 

４ コミュニケーション英語，工業英語などの語学やインターンシップ，特別研究 

などの電気電子，通信，情報に関する演習・実験・実習科目 

 

これら科目群に係る単位修得の認定は主に，定期試験とレポートによるものとしま

す。 

ただし，実験・実習の実技系科目は，レポート等の評価結果に基づき認定します。 

特別研究は，日常の取組み，発表審査会及び特別研究論文の審査結果に基づいて認

定します。 

 

Ⅵ 学習・教育到達⽬標（ディプロマ・ポリシー1〜4）の達成度記録（学⼠課程） 

「学習・教育到達目標」とは、専攻科修了生全員が修了時に確実に身に付けておくべき知

識・能力として本校が定めたものです。「学習・教育到達目標」に対する自身の達成度を確

認すること、確認の中で自ら何をすべきか考えることを目的として、各学年の終わりに学生

自身が達成度をチェックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章  

電子情報通信工学専攻の概要 

教務関係 

 

 

 

 



 



Ⅰ．専攻科の概要 

１．専攻の名称 

   香川高等専門学校 専攻科 電子情報通信工学専攻 

 

２．専攻科の設置目的 

高等専門学校などの高等教育機関において，工学の基礎と実践的技術を習得した者に対し 

て，さらに 2 年間の高度で専門的な技術・学問を教授することによって，実践的かつ創造的 

な研究開発能力をもつ高度な技術者を育成することを目的とする。 

 

３．専攻科の修業年限  2 年  在学期間は，4年を超えることはできない。 

 

４．専攻の学生定員   入学定員 18 人   収容定員 36 人 

 

Ⅱ．履修に関すること 

１．科目の単位と履修時間数 

専攻科は，一般の大学と同じように単位制を基本としています。修業年限は２年で，４年

を越えて在学することはできません。専攻科を修了するためには，後で述べるように規定さ

れた単位数以上を修得しなければなりません。 

  各授業科目の履修は，講義，演習，実験・実習のいずれかまたは併用により行われます。 

１単位の履修時間は，45時間とし，次の基準により計算しています。 

 

講義科目 15 時間の授業をもって１単位とする。 

演習科目 30 時間の授業をもって 1単位とする。 

実験・実習科目 45 時間の授業をもって１単位とする。 

 

２．講義時間割 

授業は毎年 2期（前期，後期）に分けて行われます。各専攻の講義時間割は，学期毎に別

途提示されます。これを参考にして，必修科目及び選択科目の両方についての履修科目を決

めてください。なお，専攻科の講義時刻は次のように決められています。 

専攻科講義時間表 

時限 開始時刻 終了時刻 

（予鈴） 

第１時限 

第２時限 

第３時限 

第４時限 

（昼休み） 

（予鈴） 

第５時限 

第６時限 

第７時限 

第８時限 

（８：４０） 

８：５０ 

９：３５ 

１０：３０ 

１１：１５ 

１２：００ 

（１２：４０） 

１２：５０ 

１３：３５ 

１４：３０ 

１５：１５ 

 

９：３５ 

１０：２０ 

１１：１５ 

１２：００ 

１２：５０ 

 

１３：３５ 

１４：２０ 

１５：１５ 

１６：００ 

 

３．休講・補講 

学校行事，あるいは授業担当教員の出張等により，授業が休講になることがあります。休

講により授業時間が 15 時間に満たない場合は補講を行います。授業の休講，補講について

は，掲示等により学生へ周知します。 
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４．専攻科修了のための単位修得 

専攻科の授業科目は，「教養科目」，「工学基礎科目」及び「専門科目」に区分しています。 

 専攻科の修了要件である修得単位数は 62 単位以上，教養科目，工学基礎科目から 14単位以

上，専門科目からは 48 単位以上と定められています。なお，本校では 82 単位の科目（研究・

実験を含む）を開設しています。 

  また，この他に学生の願出により，16単位を限度に他大学等での単位修得を本専攻の単位

として認定することもできます。 

  更に，他専攻の科目を 8 単位まで履修，修得することができます。希望者は履修届を提出

してください。 

 

５．履修届 

履修する科目の選択については，第５章の履修要覧をもとに決定してください。履修する 

科目が決まると，履修届を指定日までに学生課教務係に提出してください。履修届は学生課 

教務係にあります。 

 

６．試験と単位の認定 

定期試験は，原則として各学期末に行われます。ただし，授業科目によっては定期試験を 

実施せず，レポート，小テスト等の成績により評価を行うこともあります。 

評価は，100 点満点で行われ，次のように，秀，優，良，可，及び不可の評語により評価 

がなされます。不可の評価の場合，単位認定はされません。 

 

成績評語 評点 

秀 90 点以上 

優 80 点以上 90 点未満 

良 70 点以上 80 点未満 

可 60 点以上 70 点未満 

不可 60 点未満 

 

７．追試験 

追試験は、病気等止むを得ない事由により定期試験が受験できなかった学生が，追試験を

提出し，許可された場合に実施されます。 

 

８．再試験 

担当教員の判断で再試験を実施する場合があります。再試験の実施方法，再試験後の成績

の取り扱いについては科目毎に異なるため，各科目の担当教員に確認してください。 

 

９．再履修 

定期試験等で不可と評価された授業科目については，再履修することができます。ただし，

2 年間の在学で必要な科目を再履修することは，時間割の制限より，再履修できない場合が

多いので十分注意が必要です。 

再履修する場合は，履修時と同様に，履修届を指定日までに学生課教務係に提出して下さ

い。 

 

１０．学士（工学）号の取得 

本校専攻科は，新たな審査方式による特例が適用されています。本校専攻科が審査を行い，

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士（工学）の学位が授与されます。これに

よって，大学院入学の資格も得られます。 

審査を受けるには修得科目と単位数に関する条件があります。詳しくは，第２章の履修要

覧を参照して下さい。 
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Ⅲ．香川大学の科目の受講に関すること 

香川高専と香川大学との間には相互単位互換に関する協定書が結ばれており，相互に履修

を希望する学生に便宜を図っています。 

履修を希望する場合は，特別聴講生として手続きが必要です。学生課教務係で手続きをし

て下さい。 

 

Ⅳ．研究記録に関すること 

 

１．研究記録の必要性 

 

研究を始める時は，過去に行われた関連する研究状況を丹念に調べます。未達の部分や手

つかずの部分，改良が必要な部分を見いだし，研究の意義づけを行った上で研究テーマを設

定します。研究テーマが定まれば，次に年間の研究計画を立て，それらを実現するための具

体的な実験計画を立て実行します。 

研究で行う実験は初めて行う実験なので，学生実験の様に必ず良い結果が得られるという

保証はありません。むしろうまくいかないほうが多いといえます。うまくいかない状況に陥

った場合，良い結果を出すことにのみ集中し，当初の研究目標や計画を忘れてしまい，気が

ついた時は研究開始後かなり時間が経過しているのにも係わらず，研究は当初想定していた

ほど進捗していない，という状況に陥りがちです。 

これを防ぐため，指導教員を交えて研究グループで定期的に研究経過報告のためのミーテ

ィングを行うのが一般的です。この時，状況を客観的にかつ詳細に解析するために，毎日の

記録，特に数値化した記録は非常に役立ちます。結果だけではなぜそうなったかの原因解析

が不可能で，実験方法を考え直す上で，また今後の計画を立案する上での参考にはならない

からです。また記憶は，長期間経過すると曖昧になりがちで，時には思い込みから誤った記

憶になる場合もあります。これも過去に行った一連の実験を見直す場合には信頼性に欠け，

実験計画を立てる参考資料としては使えません。この様に，具体的な記録は非常に重要です。 

以上の手法は，実験系の研究テーマについて特にいえることですが，それ以外の研究テー

マにおいても，研究の進め方は実験系のテーマと同じなので，研究記録は実験系のテーマと

同様，大変重要です。 

 

２．研究記録のつけ方 

 

ノートは，上述したことを心にとめて，毎日の実験内容の概要と結果をできるだけ具体的，

定量的に記録するよう心がけてください。 

また，実験中に疑問に感じたこと，直面した問題の概要と考えられる対策，ひらめいたア

イデアなどを書き留めておくことも大事です。これは後で問題解決策の一案となるばかりで

なく，新しい研究テーマの卵になる可能性もあるからです。また指導教員とのミーティング

概要も記録しておけば，実験中に方針を再確認できるので好都合です。 

以上の様に，記録をとることを通して，多面的に物事を観察し詳細に記録する習慣，常識

に対しても，“なぜ？”と思える，先入観にとらわれない姿勢とその疑問の答えを出す習慣を

身につけることが，“実践的な技術者”，“創造性のある技術者”への成長につながると思いま

す。“独創は出したいと思っている人には出せない，事実を丹念に追っているうちに新しいこ

とに巡り会う”といわれています。また，“創造性を高める方法は，関心ある異分野の知識，

経験をできるだけ多く持つこと”ともいわれています。これらの言葉を常に心にとめ，専攻

科の２年間で，ぜひ技術者としての基本的な素養を身につけて欲しいと願っています。 
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Ⅴ．独立行政法人大学改革支援・学位授与機構関係 

 

１．独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構(以下，大学改革支援・学位授与機構)は，国立学

校設置法に基づき設置された国の機関であり，学校教育法第 104 条第 4 項の規定による学位

の授与を行うことにより，高等教育の段階における多様な学習の成果が適切に評価される社

会の実現を図り，もって我が国の高等教育の発展に資することを目的としています。 

 

２．学位授与申請 

本専攻は，専攻科修了見込み者に対する学士の学位授与の新たな審査方式に対応するため

専攻科の特例の適用認定の申請を行い，特例適用専攻科として適用認定されました。本審査

方式は，平成 27 年度修了見込み者から適用されています。学士（工学）の学位取得までの

流れは以下のようになっています。（令和 6 年度に改定） 

 

専攻科学生 香川高専(専攻科) 大学改革支援・学位授与機構
　　　(４月)

  　　単位修得状況等申告書等

      による単位の確認

　　　(６月) 　　(６～７月)

   学位授与申請書類の作成    内容確認，取りまとめ，送付

     ・申請鑑      ・申請者一覧

     ・学習総まとめ科目履修      ・申請書類 　　(６～７月)

       計画書の作成      　　申請者の申請書等 申請受付
     　　学修総まとめ科目履修

　     　計画書 事務局整理
　　

　　(１０～１１月) 　　(１１月)

  　　単位修得状況等申告書    履修状況等の確認 　　　　
      データの作成      ・認定科目表に基づき，学生

      の単位修得状況等申告書

      データとの照合，確認

・学修総まとめ科目

　　(１月) 履修計画書の確認

　　　学修総まとめ科目の成果 学修総まとめ科目の

　　　及び要旨等の作成 　　　　　　成績評価

　　(２月)

  　　単位修得状況等申告書 　　　　単位修得状況申告書の

      データの最終確認 　 　　 最終成績データの作成

（２～３月)

       取りまとめ，データ送信

           ・単位修得証明書   事務局による確認
           ・学修総まとめ科目の     ・修得単位

             成果の要旨等     ・修得単位必要書類(学修総ま

           ・学修総まとめ科目の       とめ科目関係)

　          成績評価の結果

           ・修了証明書 　（２～３月)

学位審査会

　　　　　　　　　　　　・合否の審査

学位記の受領 学位記の伝達 学位記の機関送付
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同機構における，修得単位の区分は次のようになります。 

 

基本基準：専攻科での修得単位数は 62単位以上必要です。 

専攻区分：本校の専攻科では「電気電子工学」，あるいは「情報工学」です。 

各専攻区分に係わる「専門科目」，「関連科目」，「学修総まとめ科目」及びそれ以外の「専

攻外科目」に整理して申請しなければなりません。 

「専門科目」とは，専攻区分の中心的科目及び特に関係の深い科目です。 

「関連科目」とは，専攻区分の基礎となる科目及び周辺分野の科目です。 

「学修総まとめ科目」とは，「特別研究Ⅱ」を指し，専攻分野を通じて培うことが求められ

る能力並びに専攻に係る学修及び探求の成果を評価するもので，学習を総括することを目

的とした科目です。 

「専攻外科目」とは，「専門科目」及び「関連科目」以外の科目です。 

第 2 章履修要覧に，各専攻区分における上記科目の必要単位数を分かりやすく整理してい

ます。 

これら必要単位数の条件について，単位不足とならないように，余裕を持って履修計画を

立てておかなければなりません。他高専卒業生及び編入学による高専卒業生は修得単位が不

足しないように特に注意してください。 

修了見込み年度の 6 月に学位授与の申請を行えば，専攻科修了と同時期の 3 月には学士の

学位取得が可能となります。申請を希望する学生は，大学改革支援・学位授与機構が用意す

る「学位規則第 6条第 1項に規定する学士の学位の授与の特例に係る学位授与申請案内」を各自

で入手し，熟読の上，単位の修得に示す要件を決めてください。詳細については，学位授与

申請時期に別途説明会を開催する予定です。 

 

Ⅵ．就職と進学に関すること 

専攻科修了後の就職・進学に関する進路指導や相談にはキャリアサポートセンター長があ

たり，１年後期末から具体的な指導を進めます。その事務的な手続きは学生課が担当します。

ただし，学位取得を見込めない学生には，これらの進路指導を行いません。 

 

１．進路指導を受ける条件 

２年次において，就職の斡旋や大学院への進学の書類作成を受けることができるには 

次の条件を満たさねばなりません。 

(a)１年次の必修科目を修得していること。 

(b)１年次において，３２単位以上を修得していること 

(c)学位申請に必要な単位のうち，1 年次において取得すべき単位を修得していること。 

   上記(a)，(b)，(c)の条件を満たしていないと，就職及び進学の進路指導を受けることは 

できません。専攻科では学士の学位を取得して修了するのが当然の道です。学士の学位を 

取得しないで専攻科を修了しても就職できる企業は少ないと思います。 

 

２．就職 

職業安定法に基づいて，就職の紹介・斡旋をしています。会社からの求人については 

その都度紹介されます。手続き等は，キャリアサポートセンター長に相談してください。

なお，就職試験受験の後には，「受験報告書」を学生課学生係に提出してください。 

 

３．大学院進学 

学士（工学）の学位を取得すれば大学院入学資格を有するので，さらに大学院に進学す

ることもできます。大学院の募集はその都度案内します。受験希望者は，受験願を学生課

学生係に提出するとともに，各自受験手続を行ってください。なお受験後には「受験報告

書」を学生課学生係に提出してください。 
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Ⅶ．学籍に関すること        

 

１．休学，復学及び退学等 

疾病その他やむを得ない事由により継続して修学することができないときには，校長の 

許可を受けて休学することができます。休学の期間は通算して 2年を超えることはできま 

せん。休学の事由がなくなったときには，校長の許可を受けて復学することができます。

休学，復学に際しては所定の様式による休学願，復学願を提出し，許可を受けなければな

りません。なお休学の期間は，修業年限及び在学期間には算入されません。 

疾病その他やむを得ない事由により退学しようとするときには，校長の許可を受けて退 

学することができます。退学する場合には，所定の様式による退学願を提出し，許可を受 

けなければなりません。 

そのほか学籍に関する学則として，懲戒としての退学処分，授業料納付をしない者等に 

対する除籍の規程があります。 

 

２．身上異動届等 

改姓や戸籍の変更，連帯保証人の変更，住所の変更など，入学時に届けた身上に関する 

  事項に変更があったときには，そのことに該当する届けを提出しなければなりません。 
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第２章 履修要覧 

 

 

 

 



 



Ⅰ．履修の手引き 

 

１．履修科目を選択するうえでの注意事項 

専攻科の修了及び学士の取得のために，以下のように履修科目を選択してください。 

選択科目は学生の自由意志で選択できるが，専攻科の２年間で自分が何を目指してい 

るかの目的意識をはっきりもって，それに沿って選択することが望ましい。 

そして，次のことに留意することを勧める。 

工業基礎科目や教養科目は，将来において自分の専門性を堅固にし，また専門性を深め 

るときに役立つことを認識して，欲張って，努力して多くを選択すること。専門共通科目 

や各コース科目では，自分の専門性をより高めるように選択すること。 

 

(1) 教育課程表の学年別配当による履修の制限 

教育課程表の学年別配当にそった履修を原則とします。１年生の２年次開設科目

の履修はできません。ただし，再履修等で２年生が１年次開設科目の履修をするこ

とは可能です。その場合，時間割によって制限を受けることに注意してください。 

(2) 他大学の履修について 

放送大学を含め，他大学の単位を１６単位まで専攻科修得単位として認められま

す。ただし，他大学の履修科目による単位の認定について，専攻科の修得単位にみ

なされるかどうかは別途審議が必要ですので，必要書類を添えて教務係まで願い出

てください。 

(3) 専攻科修了及び学位申請の条件 

学位を申請するには，専攻科を修了するとともに，修得した単位数について学位

授与機構の定める条件を満たしている必要があります。次ページ以降に，その条件

及び本校の本科必修科目（４年次と５年次）と専攻科の科目を整理して，分かりや

すく表にしています。この表を参考にして選択科目を決定するようにしてください。 

(4) その他 

成績不良により単位が修得できず，専攻科修了や学位取得ができなくなることも

考えられますので，多めに科目履修をしておくことが望まれます。 

他高専の卒業生の場合，出身高専において修得した専門分野が本専攻科の専門と

異なる時は，学位申請に必要な専門科目の単位数が不足する恐れがありますので，

学位申請に必要な専門科目の単位数の確認が重要です。不明な点があれば，学年主

任に相談してください。 
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Ⅱ．授業科目学年配当表                  

電子情報通信工学専攻            （令和６年度以降入学者）

前期 後期 前期 後期

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ 講義 2 2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ 講義 2 2
選
択 文 学 特 論 講義 2 2
必
修 技 術 者 倫 理 講義 2 2

物 理 科 学 特 論 講義 2 2

応 用 数 学 特 論 講義 2 2

知 的 財 産 権 講義 2 2

工 業 英 語 講義 2 2

工 業 数 学 講義 2 2

18 8 8 2 0

特 別 研 究 Ⅰ 実験 6

特 別 研 究 Ⅱ 実験 8

特 別 実 験 ・ 演 習 Ⅰ 実験 4

特 別 実 験 ・ 演 習 Ⅱ 実験 2

量 子 力 学 講義 2 2

情 報 工 学 概 論 講義 2 2

デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 工 学 講義 2 2

応 用 電 磁 気 学 講義 2 2

グ ラ フ 理 論 講義 2 2

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 論 講義 2 2

電 子 回 路 特 論 講義 2 2

計 測 工 学 特 論 講義 2 2

シ ス テ ム 制 御 工 学 講義 2 2

ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造 講義 2 2

マ ル チ メ デ ィ ア 工 学 講義 2 2

画 像 処 理 工 学 講義 2 2

通 信 工 学 講義 2 2

電 磁 波 ・ 光 波 工 学 講義 2 2

通 信 工 学 特 論 講義 2 2

応 用 電 子 物 性 工 学 講義 2 2

機 械 学 習 講義 2 2

デ ィ ジ タ ル 制 御 工 学 講義 2 2

オブジェクト指向プログラミング 講義 2 2

応用ネットワークプログラミング 講義 2 2

デ ー タ ベ ー ス 設 計 講義 2 2

特 別 講 義 講義 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 実習 1

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 実習 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅲ 実習 4

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅳ 実習 6

77 28 15 17 17

95 36 23 19 17

必修２０単位を含む４８単位以上

必修２６単位を含む６２単位以上

修 得 単 位 計

必修６単位を含む１４単位以上

6

教 養 ・ 工 学 基 礎 科 目 開 設 単 位 数 計

修 得 単 位 計

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

選
　
　
　
　
　
択

2

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

教養・工学基礎・専門科目開設単位数合計

修 得 単 位 数 合 計

4

2

8

1

必
修

学年別配当

工
学
基
礎
科
目

選
択

    授　業　科　目
単
位
数

 区 分 授業形態

6

2

4

備　　考

必
修

教
養
科
目

１ 年 ２ 年
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科目区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 学校における区分 科目番号（注） 授業科目名 必・選

○ 専門科目 235018 電気磁気学Ⅱ 必修 2 本４ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 235019 電子回路Ⅱ 必修 2 本４ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 235023 無線通信工学Ⅰ 必修 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235020 通信工学セミナー 必修 4 本４ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 235021 通信工学実験Ⅰ 必修 4 本４ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 235022 情報処理Ⅲ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 17235062 電波伝送学Ⅰ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235025 電気通信システムＡ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235026 通信法Ⅰ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235027 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅠ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235028 無線工学演習 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅠ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅡ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅢ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅣ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

 ○ 専門科目 235033 通信工学実験Ⅱ 必修 4 本５ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 235034 卒業研究 必修 8 本５ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 235036 電気電子計測Ⅱ 選択 2 本５ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 235037 無線通信工学Ⅱ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 2042 電波伝送学Ⅱ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235039 電気通信システムＢ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235040 通信法Ⅱ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

 ○ 専門科目 235042 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅡ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235043 情報理論 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235045 データ通信 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235049 ｵﾌﾟﾄｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 選択 2 本５ A 電子工学に関する科目

○ 専門科目 235051 情報セキュリティ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 235052 ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273010 特別研究Ⅰ 必修 6 専１ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273011 特別実験・演習Ⅰ 必修 4 専１ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273001 情報工学概論 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273002 応用電磁気学 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273003 グラフ理論 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273005 情報ネットワーク論 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273006 電子回路特論 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273004 アルゴリズムとデータ構造 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273007 通信工学 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273008 応用電子物性工学 選択 2 専１ A 電子工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273009 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273031 特別実験・演習Ⅱ 必修 2 専２ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273017 ディジタル信号処理工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273024 計測工学特論 選択 2 専２ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273018 システム制御工学 選択 2 専２ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273019 マルチメディア工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273025 画像処理工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273020 電磁波・光波工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273026 通信工学特論 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 機械学習 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273028 ディジタル制御工学 選択 2 専２ A 電気工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273022 応用ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273029 データベース設計 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

単位計 52 52 52 116 0 0

○ ○ 専門科目 235015 応用数学 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 応用物理Ⅰ 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 235060 特別講義Ⅰ 選択 1 本４ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 235031 校外実習 選択 1 本４・５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 一般科目 220044 自然特論 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 235017 応用物理Ⅱ 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 235050 情報数学 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 235061 特別講義Ⅱ 選択 1 本５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272001 技術者倫理 必修 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272004 物理科学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272002 応用数学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272005 知的財産権 選択 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272003 工業英語 選択 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272006 工業数学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273012 特別講義 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273013 インターンシップ Ⅰ 選択 1 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273014 インターンシップ Ⅱ 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273015 インターンシップ Ⅲ 選択 4 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273016 インターンシップ Ⅳ 選択 6 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273023 量子力学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

単位計 29 29 0 42 42 0

学修総まとめ
科目

○ ○ ○ 専門科目 273030 特別研究Ⅱ 必修 8 専２ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

単位計 8 0 8 8 0 0

○ 一般科目 220037 体育Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220038 人文科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220041 英語特論Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220042 中国語Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 17220052 社会科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220050 海外英語演習 選択 1 本４・５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220046 英語特論Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220047 中国語Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220049 体育Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅰ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅱ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ 教養科目 271004 文学特論 選択 2 専２ 専攻外科目

単位計 6 0 0 0 35 4

【単位修得の要件】
① 95 ≧ 62 認定専攻科で修得した単位：全ての科目〔2年課程：≧62単位　1年課程：≧31単位〕
② 81 ≧ 40 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を除く）＋関連科目〔2年課程：≧40単位　1年課程：≧20単位〕
③ 60 ≧ 31 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）〔2年課程：≧31単位　1年課程：≧16単位〕
④ 166 ≧ 62 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）＋関連科目〔≧62単位〕
⑤ 77 ≧ 24 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目以外〔≧24単位〕
⑥ 4 ≧ 1 本科及び認定専攻科で修得した単位：外国語の単位〔必ず含む〕

専門科目 124 ≧ 40 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
A群 84 ≧ 30 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

電気電子工学の基礎となる科目 16 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
B群 40 ≧ 6 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

関連科目 42 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

令和7年度入学者　特例適用に係る科目表

単位数 履修年次 摘要

専 攻 科 ／ 学 科 名 電子情報通信工学専攻／通信ネットワーク工学科

専 攻 分 野 の 名 称 工学

専門科目

関連科目

専攻外科目

学 校 名 香川高等専門学校

専 攻 の 区 分 電気電子工学
適 用 年 度 令和7年度入学生適用

単位修得の要件による分類 開設科目
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科目区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 学校における区分 科目番号（注） 授業科目名 必・選

○ 専門科目 235018 電気磁気学Ⅱ 必修 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235019 電子回路Ⅱ 必修 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235023 無線通信工学Ⅰ 必修 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235020 通信工学セミナー 必修 4 本４ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 235021 通信工学実験Ⅰ 必修 4 本４ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 235022 情報処理Ⅲ 選択 2 本４ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 17235062 電波伝送学Ⅰ 選択 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235025 電気通信システムＡ 選択 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235026 通信法Ⅰ 選択 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235040 通信法Ⅱ 選択 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235027 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅠ 選択 2 本４ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 235028 無線工学演習 選択 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅠ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅡ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅢ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅣ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 235033 通信工学実験Ⅱ 必修 4 本５ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 235034 卒業研究 必修 8 本５ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 235036 電気電子計測Ⅱ 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235037 無線通信工学Ⅱ 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 2042 電波伝送学Ⅱ 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235039 電気通信システムＢ 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235042 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅡ 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 235043 情報理論 選択 2 本５ A 情報工学基礎に関する科目

○ 専門科目 235045 データ通信 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 235049 ｵﾌﾟﾄｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 235050 情報数学 選択 2 本５ A 情報工学基礎に関する科目

○ 専門科目 235051 情報セキュリティ 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 235052 ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273010 特別研究Ⅰ 必修 6 専１ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273011 特別実験・演習Ⅰ 必修 4 専１ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273001 情報工学概論 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273003 グラフ理論 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273005 情報ネットワーク論 選択 2 専１ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273006 電子回路特論 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273004 アルゴリズムとデータ構造 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273007 通信工学 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273008 応用電子物性工学 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273009 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専１ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273031 特別実験・演習Ⅱ 必修 2 専２ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273017 ディジタル信号処理工学 選択 2 専２ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273024 計測工学特論 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273018 システム制御工学 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273019 マルチメディア工学 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273025 画像処理工学 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 機械学習 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273028 ディジタル制御工学 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273022 応用ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専２ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273029 データベース設計 選択 2 専２ A 計算機システムに関する科目

単位計 46 46 46 112 0 0

○ ○ 専門科目 235015 応用数学 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 応用物理Ⅰ 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 235060 特別講義Ⅰ 選択 1 本４ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 235031 校外実習 選択 1 本４・５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 一般科目 220044 自然特論 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 235017 応用物理Ⅱ 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 235061 特別講義Ⅱ 選択 1 本５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272001 技術者倫理 必修 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272004 物理科学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272002 応用数学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272005 知的財産権 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272003 工業英語 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272006 工業数学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273002 応用電磁気学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273012 特別講義 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273013 インターンシップ Ⅰ 選択 1 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273014 インターンシップ Ⅱ 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273015 インターンシップ Ⅲ 選択 4 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273016 インターンシップ Ⅳ 選択 6 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273023 量子力学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273020 電磁波・光波工学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273026 通信工学特論 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

単位計 35 35 0 46 46 0

学修総まとめ
科目

○ ○ ○ 専門科目 273030 特別研究Ⅱ 必修 8 専２ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

単位計 8 0 8 8 0 0

○ 一般科目 220037 体育Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220038 人文科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220041 英語特論Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220042 中国語Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 17220052 社会科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220046 英語特論Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220047 中国語Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220049 体育Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220050 海外英語演習 選択 1 本４・５ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅰ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅱ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ 教養科目 271004 文学特論 選択 2 専２ 専攻外科目

単位計 6 0 0 0 35 4

 【単位修得の要件】
① 95 ≧ 62 認定専攻科で修得した単位：全ての科目〔2年課程：≧62単位　1年課程：≧31単位〕
② 81 ≧ 40 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を除く）＋関連科目〔2年課程：≧40単位　1年課程：≧20単位〕
③ 54 ≧ 31 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）〔2年課程：≧31単位　1年課程：≧16単位〕
④ 166 ≧ 62 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）＋関連科目〔≧62単位〕
⑤ 81 ≧ 24 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目以外〔≧24単位〕
⑥ 4 ≧ 1 本科及び認定専攻科で修得した単位：外国語の単位〔必ず含む〕

専門科目 120 ≧ 40 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
A群 80 ≧ 30 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

情報工学基礎に関する科目 12 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
計算機システムに関する科目 20 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

情報処理に関する科目 10 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
B群 40 ≧ 6 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

関連科目 46 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

令和7年度入学者　特例適用に係る科目表

単位数 履修年次 摘要

専 攻 科 ／ 学 科 名 電子情報通信工学専攻／通信ネットワーク工学科

専 攻 分 野 の 名 称 工学

専攻外科目

関連科目

専門科目

学 校 名 香川高等専門学校

専 攻 の 区 分 情報工学
適 用 年 度 令和7年度入学生適用

単位修得の要件による分類 開設科目
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科目区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 学校における区分 科目番号（注） 授業科目名 必・選

○ 専門科目 236017 電気磁気学Ⅱ 必修 2 本４ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 17236062 半導体工学 必修 2 本４ A 電子工学に関する科目

○ 専門科目 17236063 電子ｼｽﾃﾑｾﾐﾅｰ 必修 4 本４ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 236020 工学実験Ⅰ 必修 4 本４ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 236021 電子回路Ⅱ 必修 2 本４ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 236023 制御工学Ⅰ 必修 2 本４ A 電気工学に関する科目

○ 専門科目 電気回路Ⅲ 選択 2 本４ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 236025 情報システム 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 236026 電気通信システムＡ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 236027 情報処理Ⅲ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅠ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅡ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅢ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅣ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 236032 工学実験Ⅱ 必修 4 本５ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 236033 卒業研究 必修 8 本５ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 3038 半導体デバイス工学 必修 2 本５ A 電子工学に関する科目

○ 専門科目 236037 電子計測 必修 2 本５ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 17236066 電子物性工学 選択 2 本５ A 電子工学に関する科目

○ 専門科目 236039 ｵﾌﾟﾄｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 選択 2 本５ A 電子工学に関する科目

○ 専門科目 236040 電子材料工学 選択 2 本５ A 電子工学に関する科目

○ 専門科目 236041 制御工学Ⅱ 選択 2 本５ A 電気工学に関する科目

○ 専門科目 236044 センサ工学 選択 2 本５ A 電子工学に関する科目

○ 専門科目 236045 データ通信 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 236046 画像工学 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 236049 システム工学 選択 2 本５ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273010 特別研究Ⅰ 必修 6 専１ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273011 特別実験・演習Ⅰ 必修 4 専１ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273001 情報工学概論 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273002 応用電磁気学 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273003 グラフ理論 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273005 情報ネットワーク論 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273006 電子回路特論 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273004 アルゴリズムとデータ構造 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273007 通信工学 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273008 応用電子物性工学 選択 2 専１ A 電子工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273009 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273031 特別実験・演習Ⅱ 必修 2 専２ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273017 ディジタル信号処理工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273024 計測工学特論 選択 2 専２ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273018 システム制御工学 選択 2 専２ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273019 マルチメディア工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273025 画像処理工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273020 電磁波・光波工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273026 通信工学特論 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 機械学習 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273028 ディジタル制御工学 選択 2 専２ A 電気工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273022 応用ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273029 データベース設計 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

単位計 52 52 52 112 0 0

○ ○ 専門科目 236014 応用数学 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 応用物理Ⅰ 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 3038 電子システム特講 選択 2 本４ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 236060 特別講義Ⅰ 選択 1 本４ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 236029 校外実習 選択 1 本４・５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 236016 応用物理Ⅱ 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 一般科目 220044 自然特論 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 3044 ロボット工学 選択 2 本５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 236061 特別講義Ⅱ 選択 1 本５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272001 技術者倫理 必修 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272004 物理科学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272002 応用数学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272005 知的財産権 選択 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272003 工業英語 選択 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272006 工業数学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273012 特別講義 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273013 インターンシップ Ⅰ 選択 1 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273014 インターンシップ Ⅱ 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273015 インターンシップ Ⅲ 選択 4 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273016 インターンシップ Ⅳ 選択 6 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273023 量子力学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

単位計 29 29 0 44 44 0

学修総まとめ
科目

○ ○ ○ 専門科目 273030 特別研究Ⅱ 必修 8 専２ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

単位計 8 0 8 8 0 0

○ 一般科目 220037 体育Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220038 人文科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220041 英語特論Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220042 中国語Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 17220052 社会科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220050 海外英語演習 選択 1 本４・５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220046 英語特論Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220047 中国語Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220049 体育Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅰ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅱ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ 教養科目 271004 文学特論 選択 2 専２ 専攻外科目

単位計 6 0 0 0 35 4

【単位修得の要件】
① 95 ≧ 62 認定専攻科で修得した単位：全ての科目〔2年課程：≧62単位　1年課程：≧31単位〕
② 81 ≧ 40 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を除く）＋関連科目〔2年課程：≧40単位　1年課程：≧20単位〕
③ 60 ≧ 31 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）〔2年課程：≧31単位　1年課程：≧16単位〕
④ 164 ≧ 62 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）＋関連科目〔≧62単位〕
⑤ 79 ≧ 24 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目以外〔≧24単位〕
⑥ 4 ≧ 1 本科及び認定専攻科で修得した単位：外国語の単位〔必ず含む〕

専門科目 120 ≧ 40 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
A群 80 ≧ 30 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

電気電子工学の基礎となる科目 20 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
B群 40 ≧ 6 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

関連科目 44 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

令和7年度入学者　特例適用に係る科目表

単位数 履修年次 摘要

専 攻 科 ／ 学 科 名 電子情報通信工学専攻／電子システム工学科

専 攻 分 野 の 名 称 工学

専門科目

関連科目

専攻外科目

学 校 名 香川高等専門学校

専 攻 の 区 分 電気電子工学
適 用 年 度 令和7年度入学生適用

単位修得の要件による分類 開設科目

- 11 -



科目区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 学校における区分 科目番号（注） 授業科目名 必・選

○ 専門科目 236017 電気磁気学Ⅱ 必修 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 17236062 半導体工学 必修 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 17236063 電子ｼｽﾃﾑｾﾐﾅｰ 必修 4 本４ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 236020 工学実験Ⅰ 必修 4 本４ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 236021 電子回路Ⅱ 必修 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 236023 制御工学Ⅰ 必修 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 電気回路Ⅲ 選択 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 17236064 電子システム特講 選択 2 本４ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 236025 情報システム 選択 2 本４ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 236026 電気通信ｼｽﾃﾑＡ 選択 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 236027 情報処理Ⅲ 選択 2 本４ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅠ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅡ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅢ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅣ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 236032 工学実験Ⅱ 必修 4 本５ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 236033 卒業研究 必修 8 本５ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 3038 半導体デバイス工学 必修 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 236037 電子計測 必修 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 17236066 電子物性工学 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 236039 ｵﾌﾟﾄｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 236040 電子材料工学 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 236041 制御工学Ⅱ 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 3044 ロボット工学 選択 2 本５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 236044 センサ工学 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 236045 データ通信 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 236046 画像工学 選択 2 本５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 236049 システム工学 選択 2 本５ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273010 特別研究Ⅰ 必修 6 専１ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273011 特別実験・演習Ⅰ 必修 4 専１ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273001 情報工学概論 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273003 グラフ理論 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273005 情報ネットワーク論 選択 2 専１ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273006 電子回路特論 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273004 アルゴリズムとデータ構造 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273007 通信工学 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273008 応用電子物性工学 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273009 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専１ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273031 特別実験・演習Ⅱ 必修 2 専２ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273017 ディジタル信号処理工学 選択 2 専２ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273024 計測工学特論 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273018 システム制御工学 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273019 マルチメディア工学 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273025 画像処理工学 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 機械学習 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273028 ディジタル制御工学 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273022 応用ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専２ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273029 データベース設計 選択 2 専２ A 計算機システムに関する科目

単位計 46 46 46 110 0 0

○ ○ 専門科目 236014 応用数学 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 応用物理Ⅰ 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 236060 特別講義Ⅰ 選択 1 本４ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 236029 校外実習 選択 1 本４・５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 236016 応用物理Ⅱ 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 一般科目 220044 自然特論 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 236061 特別講義Ⅱ 選択 1 本５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272001 技術者倫理 必修 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272004 物理科学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272002 応用数学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272005 知的財産権 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272003 工業英語 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272006 工業数学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273002 応用電磁気学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273012 特別講義 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273013 インターンシップ Ⅰ 選択 1 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273014 インターンシップ Ⅱ 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273015 インターンシップ Ⅲ 選択 4 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273016 インターンシップ Ⅳ 選択 6 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273023 量子力学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273020 電磁波・光波工学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273026 通信工学特論 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

単位計 35 35 0 46 46 0

学修総まとめ
科目

○ ○ ○ 専門科目 273030 特別研究Ⅱ 必修 8 専２ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

単位計 8 0 8 8 0 0

○ 一般科目 220037 体育Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220038 人文科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220041 英語特論Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220042 中国語Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 17220052 社会科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220050 海外英語演習 選択 1 本４・５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220046 英語特論Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220047 中国語Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220049 体育Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅰ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅱ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ 教養科目 271004 文学特論 選択 2 専２ 専攻外科目

単位計 6 0 0 0 35 4

 【単位修得の要件】
① 95 ≧ 62 認定専攻科で修得した単位：全ての科目〔2年課程：≧62単位　1年課程：≧31単位〕
② 81 ≧ 40 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を除く）＋関連科目〔2年課程：≧40単位　1年課程：≧20単位〕
③ 54 ≧ 31 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）〔2年課程：≧31単位　1年課程：≧16単位〕
④ 164 ≧ 62 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）＋関連科目〔≧62単位〕
⑤ 81 ≧ 24 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目以外〔≧24単位〕
⑥ 4 ≧ 1 本科及び認定専攻科で修得した単位：外国語の単位〔必ず含む〕

専門科目 118 ≧ 40 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
A群 78 ≧ 30 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

情報工学基礎に関する科目 10 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
計算機システムに関する科目 12 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

情報処理に関する科目 18 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
B群 40 ≧ 6 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

関連科目 46 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

令和7年度入学者　特例適用に係る科目表

単位数 履修年次 摘要

専 攻 科 ／ 学 科 名 電子情報通信工学専攻／電子システム工学科

専 攻 分 野 の 名 称 工学

関連科目

専門科目

専攻外科目

学 校 名 香川高等専門学校

専 攻 の 区 分 情報工学
適 用 年 度 令和7年度入学生適用

単位修得の要件による分類 開設科目
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科目区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 学校における区分 科目番号（注） 授業科目名 必・選

○ 専門科目 237019 情報工学セミナー 必修 6 本４ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 237020 工学実験Ⅰ 必修 4 本４ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 237022 通信理論 必修 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 17237018 電気磁気学 選択 2 本４ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 237025 情報構造論 必修 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237047 コンパイラ 必修 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237026 ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237028 情報システム 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 17237063 人工知能Ⅰ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237031 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅠ 選択 2 本４ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅠ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅡ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅢ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅣ 選択 1 本４・５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237037 工学実験Ⅱ 必修 4 本５ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 237038 卒業研究 必修 8 本５ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ 専門科目 237040 半導体工学 選択 2 本５ A 電子工学に関する科目

○ 専門科目 237041 システム工学 選択 2 本５ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ 専門科目 237046 ｼｽﾃﾑｿﾌﾄｳｪｱ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 人工知能Ⅱ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237050 画像工学 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237051 データベース 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237053 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅡ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ 専門科目 237054 情報セキュリティ 選択 2 本５ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273010 特別研究Ⅰ 必修 6 専１ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273011 特別実験・演習Ⅰ 必修 4 専１ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273001 情報工学概論 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273002 応用電磁気学 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273003 グラフ理論 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273005 情報ネットワーク論 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273006 電子回路特論 選択 2 専１ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273004 アルゴリズムとデータ構造 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273007 通信工学 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273008 応用電子物性工学 選択 2 専１ A 電子工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273009 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専１ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273031 特別実験・演習Ⅱ 必修 2 専２ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273017 ディジタル信号処理工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273024 計測工学特論 選択 2 専２ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273018 システム制御工学 選択 2 専２ A 電気電子工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273019 マルチメディア工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273025 画像処理工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273020 電磁波・光波工学 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273026 通信工学特論 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 機械学習 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273028 ディジタル制御工学 選択 2 専２ A 電気工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273022 応用ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273029 データベース設計 選択 2 専２ A 情報通信工学に関する科目

単位計 52 52 52 110 0 0

○ ○ 専門科目 237015 応用数学 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 応用物理Ⅰ 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 237021 数値解析 選択 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 237060 特別講義Ⅰ 選択 1 本４ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 237035 校外実習 選択 1 本４・５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 一般科目 220044 自然特論 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 237017 応用物理Ⅱ 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 237039 情報数学 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 237061 特別講義Ⅱ 選択 1 本５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272001 技術者倫理 必修 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272004 物理科学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272002 応用数学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272005 知的財産権 選択 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272003 工業英語 選択 2 専１ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272006 工業数学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273012 特別講義 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273013 インターンシップ Ⅰ 選択 1 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273014 インターンシップ Ⅱ 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273015 インターンシップ Ⅲ 選択 4 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273016 インターンシップ Ⅳ 選択 6 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273023 量子力学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

単位計 29 29 0 44 44 0

学修総まとめ
科目

○ ○ ○ 専門科目 273030 特別研究Ⅱ 必修 8 専２ B 電気電子工学に関する実験・実習科目

単位計 8 0 8 8 0 0

○ 一般科目 220037 体育Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220038 人文科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220041 英語特論Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220042 中国語Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 17220052 社会科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220050 海外英語演習 選択 1 本４・５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220046 英語特論Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220047 中国語Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220049 体育Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅰ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅱ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ 教養科目 271004 文学特論 選択 2 専２ 専攻外科目

単位計 6 0 0 0 35 4

【単位修得の要件】
① 95 ≧ 62 認定専攻科で修得した単位：全ての科目〔2年課程：≧62単位　1年課程：≧31単位〕
② 81 ≧ 40 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を除く）＋関連科目〔2年課程：≧40単位　1年課程：≧20単位〕
③ 60 ≧ 31 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）〔2年課程：≧31単位　1年課程：≧16単位〕
④ 162 ≧ 62 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）＋関連科目〔≧62単位〕
⑤ 79 ≧ 24 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目以外〔≧24単位〕
⑥ 4 ≧ 1 本科及び認定専攻科で修得した単位：外国語の単位〔必ず含む〕

専門科目 118 ≧ 40 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
A群 76 ≧ 30 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

電気電子工学の基礎となる科目 14 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
B群 42 ≧ 6 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

関連科目 44 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

令和7年度入学者　特例適用に係る科目表

単位数 履修年次 摘要

専 攻 科 ／ 学 科 名 電子情報通信工学専攻／情報工学科

専 攻 分 野 の 名 称 工学

専攻外科目

学 校 名 香川高等専門学校

専 攻 の 区 分 電気電子工学
適 用 年 度 令和7年度入学生適用

単位修得の要件による分類 開設科目

専門科目

関連科目
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科目区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 学校における区分 科目番号（注） 授業科目名 必・選

○ 専門科目 237019 情報工学セミナー 必修 6 本４ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 237020 工学実験Ⅰ 必修 4 本４ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 237022 通信理論 必修 2 本４ A 情報工学基礎に関する科目

○ 専門科目 237025 情報構造論 必修 2 本４ A 情報工学基礎に関する科目

○ 専門科目 237047 コンパイラ 必修 2 本４ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 237021 数値解析 選択 2 本４ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 17237018 電気磁気学 選択 2 本４ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 237026 ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 本４ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 237028 情報システム 選択 2 本４ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 17237063 人工知能Ⅰ 選択 2 本４ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 237031 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅠ 選択 2 本４ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅠ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅡ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅢ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 ＡＩⅣ 選択 1 本４・５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 237037 工学実験Ⅱ 必修 4 本５ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 237038 卒業研究 必修 8 本５ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ 専門科目 237039 情報数学 選択 2 本５ A 情報工学基礎に関する科目

○ 専門科目 237040 半導体工学 選択 2 本５ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ 専門科目 237041 システム工学 選択 2 本５ A 情報工学基礎に関する科目

○ 専門科目 237046 ｼｽﾃﾑｿﾌﾄｳｪｱ 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 人工知能Ⅱ 選択 2 本５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 237050 画像工学 選択 2 本５ A 情報処理に関する科目

○ 専門科目 237051 データベース 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 237053 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸⅡ 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ 専門科目 237054 情報セキュリティ 選択 2 本５ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273010 特別研究Ⅰ 必修 6 専１ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273011 特別実験・演習Ⅰ 必修 4 専１ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273001 情報工学概論 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273003 グラフ理論 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273005 情報ネットワーク論 選択 2 専１ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273006 電子回路特論 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273004 アルゴリズムとデータ構造 選択 2 専１ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273007 通信工学 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273008 応用電子物性工学 選択 2 専１ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273009 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専１ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273031 特別実験・演習Ⅱ 必修 2 専２ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273017 ディジタル信号処理工学 選択 2 専２ A 情報工学基礎に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273024 計測工学特論 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273018 システム制御工学 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273019 マルチメディア工学 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273025 画像処理工学 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 機械学習 選択 2 専２ A 情報処理に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273028 ディジタル制御工学 選択 2 専２ A 電気電子・通信・システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273022 応用ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 選択 2 専２ A 計算機システムに関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273029 データベース設計 選択 2 専２ A 計算機システムに関する科目

単位計 46 46 46 108 0 0

○ ○ 専門科目 236014 応用数学 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 応用物理Ⅰ 必修 2 本４ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 237060 特別講義Ⅰ 選択 1 本４ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 専門科目 237035 校外実習 選択 1 本４・５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ 一般科目 220044 自然特論 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 237017 応用物理Ⅱ 選択 2 本５ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ 専門科目 237061 特別講義Ⅱ 選択 1 本５ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272001 技術者倫理 必修 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272004 物理科学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272002 応用数学特論 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272005 知的財産権 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272003 工業英語 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 工学基礎科目 272006 工業数学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273002 応用電磁気学 選択 2 専１ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273012 特別講義 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273013 インターンシップ Ⅰ 選択 1 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273014 インターンシップ Ⅱ 選択 2 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273015 インターンシップ Ⅲ 選択 4 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273016 インターンシップ Ⅳ 選択 6 専１・２ 関連 工学及び周辺技術等に関する科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273023 量子力学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273020 電磁波・光波工学 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

○ ○ ○ ○ 専門科目 273026 通信工学特論 選択 2 専２ 関連 工学の基礎となる科目

単位計 35 35 0 46 46 0

学修総まとめ
科目

○ ○ ○ 専門科目 273030 特別研究Ⅱ 必修 8 専２ B 情報工学に関する演習・実験・実習科目

単位計 8 0 8 8 0 0

○ 一般科目 220037 体育Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220038 人文科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220041 英語特論Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220042 中国語Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 17220052 社会科学Ⅰ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅱ 選択 2 本４ 専攻外科目

○ 一般科目 220050 海外英語演習 選択 1 本４・５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 人文科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅲ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 社会科学Ⅳ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220046 英語特論Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220047 中国語Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ 一般科目 220049 体育Ⅱ 選択 2 本５ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅰ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ ○ 教養科目 コミュニケーション英語Ⅱ 必修 2 専１ 専攻外科目

○ ○ 教養科目 271004 文学特論 選択 2 専２ 専攻外科目

単位計 6 0 0 0 35 4

 【単位修得の要件】
① 95 ≧ 62 認定専攻科で修得した単位：全ての科目〔2年課程：≧62単位　1年課程：≧31単位〕
② 81 ≧ 40 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を除く）＋関連科目〔2年課程：≧40単位　1年課程：≧20単位〕
③ 54 ≧ 31 認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）〔2年課程：≧31単位　1年課程：≧16単位〕
④ 162 ≧ 62 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目（学修総まとめ科目に該当する授業科目を含む）＋関連科目〔≧62単位〕
⑤ 81 ≧ 24 本科及び認定専攻科で修得した単位：専門科目以外〔≧24単位〕
⑥ 4 ≧ 1 本科及び認定専攻科で修得した単位：外国語の単位〔必ず含む〕

専門科目 116 ≧ 40 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
A群 74 ≧ 30 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

情報工学基礎に関する科目 16 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
計算機システムに関する科目 24 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

情報処理に関する科目 18 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準
B群 42 ≧ 6 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

関連科目 46 ≧ 4 専攻の区分ごとの修得単位の審査の基準

令和7年度入学者　特例適用に係る科目表

単位数 履修年次 摘要

専 攻 科 ／ 学 科 名 電子情報通信工学専攻／情報工学科

専 攻 分 野 の 名 称 工学

専門科目

関連科目

専攻外科目

学 校 名 香川高等専門学校

専 攻 の 区 分 情報工学
適 用 年 度 令和7年度入学生適用

単位修得の要件による分類 開設科目
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第３章 学生心得 

 

 

 

 



 



 

専 攻 科 学 生 心 得 

 

 専攻科学生は.２年間を通じて有意義な学生生活を送ることを希望する。以下は,学生生活を送る

うえにおいて心得ておく必要のある事柄である。熟読のうえ,遺漏のないように努められたい。 

 

１ 生活一般について 

 (1) 学生は，学則及び学生準則その他諸規程を守るとともに，学校の指導に従わなければなら 

  ない。 

 (2) 学生は，豊かな人間性を養うために勉学に励み，健康に留意し，常に規則正しい生活をす 

  ること。 

 (3) 学生は，教職員及び学生相互間はもちろん外来者に対しても礼を失わないよう心掛けるこ 

  と。 

 

２ 校内生活について 

 (1) 授業時間等は，次のとおりである。 

     （予 鈴） （８：４０） 

      １時限   ８：５０～ ９：３５ 

      ２時限   ９：３５～１０：２０ 

      ３時限  １０：３０～１１：１５ 

      ４時限  １１：１５～１２：００ 

      昼休み  １２：００～１２：５０ 

     （予 鈴）（１２：４０） 

      ５時限  １２：５０～１３：３５ 

      ６時限  １３：３５～１４：２０ 

      ７時限  １４：３０～１５：１５ 

      ８時限  １５：１５～１６：００ 

 (2) 欠席等 

就職・大学編入学試験，学校が認める国家試験等の受験のための欠席は，受験願により特

別欠席扱いとする。 

   欠席等は勉学に支障があるばかりでなく，将来就職する場合にも影響するので注意するこ

と。 

学生は，常に電子出席簿で自分の出欠状況を確認し，誤りがある場合には，速やかに授業 

担当教員に連絡すること。 

   特別な欠席の場合は事前に，やむを得ず事前にできない時は登校後 1 週間以内（土日も含

む）に，学年主任に届け出て押印の上，教務係に「欠席届」を提出すること。なお，特別な欠

席の場合は，診断書その他証拠書類を添付しなければならない場合がある。忌引の場合は「忌

引願」を提出すること。また，学校保健安全法に定める感染症（インフルエンザ等）にかか

った場合は，一定の期間，出席停止となる。感染症にかかった場合は，直ちに学校に連絡し，

治癒した後，登校初日から 1 週間以内（土日も含む）に，「医師の診断証明書」を添えて「欠

席届」を提出すること。インフルエンザ（H5N1 型を除く），新型コロナウイルス感染症につ

いては，「医師の診断証明書」に代えて，「インフルエンザ罹患報告書」を利用することがで

きる。ただし，追試験を受ける場合には,「医師の診断証明書」が必ず必要なので注意するこ

と。学校所定の様式は，次の URL からダウンロード可能。  

https://www.kagawa-nct.ac.jp/school_affairs/sick_days/index.html 
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 (3) 試 験 

   次のいずれかに該当する場合は，原則として不正行為とみなし，その期の全科目の試験 

   の成績を０点とする。 

① 不審な挙動をし，内容に関係なくメモ等を所持していた場合 

② 受験中の机上に，内容に関係なく書き込みがあった場合 

③ テスト返却時において，答案の改ざんがあった場合 

④ その他不審な行為があった場合 

 (4) 学生証 

      学生証は，入学時に交付される。これは，本校の学生であることを証明するものであるか 

ら常時携帯し，本校教職員の請求があった場合に提示し，証に当てるものである。また，通 

学定期乗車券又は学生用割引乗車券によって乗車船する場合，係員から提示を求められるこ 

とがある。 

   学生証は，落としたり盗まれたりすると思いがけない迷惑を被ることがあるので大切にし， 

もし万一紛失したときは，教務係に届け出て再交付を受けなければならない。 

   修了，退学等により学籍を離れたときは，直ちに返納しなければならない。 

 (5) 連絡方法 

   学生への連絡は，さくら連絡網および Microsoft 365 Teams により行うので，必ず連絡が取

れるように設定しておくこと。授業の休講などの連絡は掲示により行うので，登下校の際は

必ず所定の掲示板を見ること。なお，保護者宛ての伝達もさくら連絡網を通じて行うことも

あるので，必ず保護者等の連絡先も登録いただきたい。 

 (6) 施設・設備などについて 

   学校の施設・設備・機器類は大切に扱い，汚損・破損・亡失などしたときは，直ちに学年主 

任に届け出て指示を受けなければならない。 

   この際，ホームルーム備品等の破損について，故意過失にかかわらず，直接破損等に起因 

  した該当者が現状復帰に伴う弁償をする。 

  (7) 寮内への立入り禁止について 

   通学生は寮敷地内への立入は禁止されているので，いかなる場合も立入らないこと。 

  (8) 所持品について 

自己の所持品には必ず記名し，貴重品の保管に十分注意すること。 

 

３ 自然災害（台風等）による休校について 

    (1) 午前６時の時点で，中讃地区又は西讃地区のいずれかの市・町(注１)に，「大雨警報」「風

警報」「洪水警報」（以下，「警報」という。）のいずれかの警報が発令されていれば休校と

し，授業等(注２)は行わない。 

ただし，午前９時までに警報が解除された場合は，当日の５限目以降の授業等を行う。 

 (2) 午前６時以降（登校中）に上記警報が発令された場合は，休校となるので安全な経路・方

法により，速やかに自宅に戻ること。 

 (3) 居住地域で警報が発令された場合は，特別欠席扱いとするので，自宅で待機すること。 

 (4) 登校に際し安全な通学路が確保できない場合は，学校に連絡し，指示を得ること。 

 (5) 登校後，上記の警報が発令された場合，又は，その他の自然災害（大雪・地震等）が発生

した場合は，別途指示する。 

 (6) 休校，休講の場合は，指示された日に補講を受けること。 

    (7) 学生又は保護者の身体や自宅等に被害が生じたときは，速やかに学年主任又は学生課に連

絡すること。 

    （注１）該当する市町名称：(中讃地区)丸亀市，坂出市，善通寺市，宇多津町，綾川町，琴平町，

多度津町，まんのう町，(西讃地区)三豊市，観音寺市をいう。 
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（注２）通常の授業，集中講義，補講，クラブ活動，インターンシップ等の学生が参加する活

動をいう。 

  

４ 服装について 

   服装は常に清潔・質素・端正であるよう心掛けること。 

 

５ 不要物品の校内持ち込みについて 

   学校生活に不要な物品（マンガ，ゲーム類など）の校内への持ち込みを禁止する。 

 

６ 飲酒・喫煙について 

   校内においては，飲酒を禁じている。喫煙は，「喫煙所使用願」を提出した学生に限り，校

内の指定の場所に限り認めている。 

 

７ 賭博行為について 

   一切の賭博行為を禁止する。 

 

８ 校外生活について 

   学校外の行動については，学生としての自覚をもって軽率な行動のないよう注意すること。 

 

９ 通学方法について 

  (1) 通学方法について 

    単車を用いての通学は，10「バイク通学許可基準」に基づき許可する。 

自動車を用いての通学は，(2)に掲げる「自動車通学許可基準」に基づいて許可する。た 

だし，使用を許可された者は，(3)に掲げる「通学心得」に従わなければならない。 

  (2) 自動車通学許可基準について 

   ア 専攻科生が自動車で通学しようとするときは，年度ごとに「自動車通学許可願」を学

年主任を経て学生主事に提出し，その許可を受けなければならない。 

   イ 通学にあたっては「通学心得」を守らなければならない。 

   ウ 指定された駐車場を利用すること。 

   エ 自動車通学許可願提出の際，虚偽の事項を記述した者，許可された後，「通学心得」 

に違反した者については，通学許可を取り消すことがある。 

  (3) 通学心得 

   ア 交通法規及び交通マナーを守り，常に安全運転に心がけること。 

   イ 自動車で通学のときは，交付された許可証を車内の見やすい箇所に置くこと。 

ウ バイクで通学するときは，交付されたステッカーをバイクの見やすい箇所に貼付する 

こと。 

   エ 校内では，徐行運転（最高速度 20km/ｈ）を厳守すること。 

   オ 校内での乗り廻し及び寮周辺への乗り入れはしないこと。 

   カ 指定された場所以外には駐車しないこと。 

   キ 本科学生及び専攻科生を同乗させないこと。 
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10 バイク通学許可基準 

 

 

11 運転免許取得について（バイク通学生に限らず全学生が対象となる。） 

  運転免許を取得しようとする者は，事前に「運転免許取得願」を学生主事に提出して許可を

得なければならない。また，運転免許を取得した場合は，直ちに免許証を学生主事に提示しな

ければならない。 

 

  

対象

通学距離

手続き

バイク及び
ヘルメット

保険

交通法規及び
学校の規則

事故・違反

通学許可時期

駐輪場

その他

バ イ ク 通 学 許 可 基 準

専攻科学生

キャンパスから最も遠い最寄りの駅より遠く，路線距離で３０km以内
（詫間キャンパスの場合，路線距離で６kmを超え，３０km以内）

・免許を取得する場合は，その前に必ず「運転免許取得願」を学生主事に提出してから，入校及び受験をする
こと。
・免許を取得した場合は，免許証のコピーを学生主事へ提出すること。
・バイク通学を希望する者は，「バイク通学許可願」に保護者の承諾及び学級担任の押印を受けた後，学生主
事の許可を受けなければならない。
・許可を受けた車両には，通学許可証（ステッカー）を指定された箇所に貼付すること。
・通学方法に変更等（新規・変更・取消）のある学生は速やかに「バイク通学許可願」を学生主事へ提出する
こと。

毎年，年度初めには，許可の更新手続きを行わなければならない。

指定された場所以外には駐車しないこと。

校内での乗り廻し及び寮周辺への乗り入れはしないこと。

・騒音の出るバイク，ナンバープレートの跳ね上げなど整備不良のバイク，改造したバイクでの通学は許可し
ない。
・バイクを使用する者は，ジェット型又はフルフェイス型のヘルメットを正しく着用すること。

使用するバイクは，法律で定める自動車損害賠償責任保険の外に，任意保険（対人賠償無制限）に加入してい
るものに限る。

・交通法規及び交通マナーを守り，常に安全運転を心掛けること。
・学生は，平日，休日共に定められた通学方法を遵守すること。
（※定められた通学方法以外の方法で通学していた時に事故にあった場合には，日本スポーツ振興センターか
らの保険による保障は受けられません。）
・許可されたバイクは本人が使用し，他人には貸さないこと。
・二人乗りはしないこと。
・校内では徐行運転（最高速度20km/h)を厳守すること。
・エンジンの始動及び停止は決められた位置で行うこと。

・交通事故，交通違反を起こした者は，速やかに学生主事へ「交通事故（違反）届」を提出すること。また，
事故発生のときは，加害者，被害者のいずれの場合にかかわらず，事故処理，賠償問題については保護者にお
いて一切の責任を負うものとする。
・過去において，交通事故違反を起こした者は許可しないことがある。
・通学に関する校則違反や交通違反があった場合，又は本人に過失のある交通事故を起こした場合は，処分対
象となる。
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12 諸手続一覧について 

  学則，学生準則及びその他諸規定による提出書類又は手続用紙は，下記担当係で交付を受け， 

遅滞なく手続をするよう心掛けること。 

 教務関係 

  (1) 交付を受けるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 提出又は届出（願出）によるもの 

 

   

 

 

 

 

  

種   類 時  期 備  考 

学 生 証 １年時  

在 学 証 明 書 必要時  

成 績 証 明 書 〃 進路受験用は学生係を経由のこと。 

卒 業 証 明 書 〃  

修 了 証 明 書 〃  

修 了 見 込 証 明 書 〃 進路受験用は学生係を経由のこと。 

調 査 書 〃 進路受験用は学生係を経由のこと。 

種   類 時  期 備  考 

誓 約 書 入学時 学生準則第１号様式 

身 上 調 書 〃 １枚 

保 証 人 変 更 届 その都度 学生準則第２号様式 

学 生 証 再 交 付 願 〃 学生準則第３号様式 

休 学 願 〃 学生準則第４号様式 

復 学 願 〃 学生準則第５号様式 

退 学 願 〃 学生準則第６号様式 

身 上 異 動 届 〃 学生準則第７号様式 

住 所 変 更 届 〃 学生準則第８号様式 

欠 席 届 〃  

欠 課 ・ 遅 刻 ・ 早 退 届 〃  

忌 引 願 〃 学生準則第９号様式 

校 外 実 習 願 〃  

特 別 学 修 許 可 願 〃  

特 別 学 修 単 位 認 定 願 〃  
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学生支援関係 

(1) 交付を受けるもの 

 

 

 

 

  (2) 提出又は届出（願出）によるもの   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

種   類 時  期 備  考 

学 生 旅 客 運 賃 割 引 証 必要時 申込の翌日交付 

通 学 証 明 書 〃 〃 

種   類 時  期 備  考 

奨 学 生 進 学 届 入学時  

奨 学 生 異 動 届 その都度  

入学料免除願・徴収猶予願 指定期日 家庭調書，所得証明書添付 

授業料免除願・徴収猶予願 〃 家庭調書，所得証明書添付 

学 生 団 体 結 成 願 その都度 学生準則第 10 号様式 

校 外 団 体 参 加 願 〃 学生準則第 11 号様式 

集会(催物その他の行事)許可願 〃 学生準則第 12 号様式 

印刷物発行（販売）許可願 〃 学生準則第 13 号様式 

掲 示 許 可 願 〃 学生準則第 14 号様式 

施 設 ・ 設 備 使 用 許 可 願 〃 学生準則第 15 号様式 

対 外 試 合 参 加 願 〃  

合 宿 願 〃  

受 験 願 〃  

運 転 免 許 取 得 願 〃  

旅 行 ・ 野 外 活 動 許 可 願 〃  

ア ル バ イ ト 許 可 願 〃  

下宿 (新規・更新）許可願 〃  

自 動 車 通 学 許 可 願 〃  

バ イ ク 通 学 許 可 願 〃  

自 転 車 通 学 許 可 願 〃  

交 通 事 故 （ 違 反 ） 届 〃  

合 宿 研 修 所 使 用 許 可 願 〃  

福 利 セ ン タ ー 使 用 許 可 願 〃  

祭 礼 奉 納 行 事 参 加 願 〃  

喫 煙 所 使 用 願 〃  

借 用 書 〃  

就 職 ・ 進 学 等 書 類 交 付 願 〃  
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寮生支援関係 

(1) 交付を受けるもの 

 

 

 

 

  (2)  提出又は届出（願出）によるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 諸納金一覧 

前期分及び後期分寄宿料を納付した者が退寮した場合は，学生の申し出により退寮日の翌月

以降の寄宿料相当額を返還する。 

 

14 図書館の利用 

  専攻科学生は学生証をもって図書館利用者カードとする。図書館では図書，雑誌，新聞等の

閲覧やＣＤ，ＤＶＤ等の視聴もできる。図書，ＣＤ等の貸し出しには図書館利用者カードが必

要である。 

また，インターネットを通じて本校及び学外の図書館の文献検索ができる。論文等の文献 

の複写も可能である。 

 

15 情報基盤センターの利用 

  専攻科学生に情報基盤センターからユーザーコードが割り当てられる。インターネットメ 

ールやホームディレクトリの利用には，このコードを使用すること。ユーザーコードが割り 

当てられたら必ずパスワードを設定し，自分のユーザーコードが他人に使用されないように 

厳重に管理すること。 

 

種   類 時  期 備  考 

在 寮 証 明 書 必要時  

種   類 時  期 備  考 

入 寮 願 入寮時 学生寮管理運営細則第１号様式  

退 寮 願 退寮日より 1 ヶ月前 学生寮管理運営細則第２号様式  

継 続 在 寮 願 1 月下旬 学生寮管理運営細則第３号様式 

休 寮 願 その都度 学生寮管理運営細則第４号様式 

復 寮 願 〃 学生寮管理運営細則第５号様式 

種 別 金 額 
１回当たり

納付金 
納 期 

納付先 

入学料 84,600円 84,600 円 3月中 

会計係 

 

（口座引落） 

授業料 年 234,600円 117,300 円 
前期分 4月 30日まで 

後期分 10月 31日まで 

日本ｽﾎﾟｰﾂ振興

ｾﾝﾀｰ共済掛金 
年 1,550円 1,550円 4月 30日まで 

寄宿料 

年 9,600円 

（1人部屋） 
4,800円 

前期分 4月 30日まで 

後期分 10月 31日まで 年 8,400円 

（2人部屋） 
4,200円 
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第４章 福利厚生 

 

 

 

 



 



 

福 利 厚 生 

 

１ 奨学制度 

  日本学生支援機構 

   人物・学業ともに優れ，経済的理由により著しく修学に困難があると認められる者に対し 

  て，選考の上奨学金が貸与される。 

   第一種奨学金の貸与月額は自宅からの通学は 20,000 円～45,000 円，自宅外からの通学は 

20,000 円～51,000 円である。奨学生の募集は，年１～２回行われるが，その都度掲示又はメ 

ール等で周知するのでよく注意すること。 

 給付型奨学金の給付月額は自宅からの通学は 5,900 円～25,800 円，自宅外からの通学は 

11,400 円～34,200 円で，奨学生の募集は年１～２回行われる。給付型奨学金の支給対象者は， 

併せて授業料の減免も受けることができる。 

   なお，家計に急激な変化を生じた場合には，随時窓口で相談に応じる。 

２ 授業料等の減免 

   経済的理由により納付が困難であり，かつ学業優秀と認められる者に対して，その期に納 

  付すべき授業料の減免・徴収の猶予，又は月割分納を認められる制度がある。 

   授業料の減免を希望する者は，学生課学生係において所定の用紙の交付を受け，必要事項 

  を正確に詳しく記入して，学級担任を経て学生課学生係に提出のこと。 

   なお，申請時期については，その都度掲示又はメール等で周知するので注意すること。 

３ 各種相談制度                                                                  

   ア 学生相談                                                                    

 学生生活を送る上において心配や悩みごとができた際，ひとりで悩み続けず，楽しい学 

生生活を送るために，本校では学生相談室を設けています。この相談室は，学生がさまざ 

まな悩みから解放され，充実した学生生活を送れるように問題解決の相談に応じるもので 

す。相談に関する秘密は厳守されるので，気軽に利用してください。 

 カウンセラーによる面談については，本校ホームページからも受け付けています。 

https://www.kagawa-nct.ac.jp/counsellingE/common/ 

 

 

 

担当 氏名 日時 場所 

相談室長 河田 純 

 

随時  

 

各教員室等  

 

 

相談員 

横山 学 

高城 秀之 

清水 共 

奥山 真吾 

村上 浩 

カウンセラー 

植田 直子 月曜日 午後 

学生相談室 河本 和代 水曜日 午後 

合田 歩 金曜日 午後 

- 23 -



 
ソーシャルワーカー 

森本 奈緒子 
月曜日・木曜日 

午後 
打合せ室 

看護師 
大西 智子 

随時 保健室 
林 真実 

 

イ 健康相談                                                                    

      毎年春季に定期健康診断・身体測定等を実施していますが，これとは別に学校医（内科 

医・歯科医）による健康相談日を設けて，相談に応じています。 

     体に不安がある学生は相談してください。場所は保健室で，日時はその都度周知します。   

ウ こころの相談                                                                    

      毎月１回，専門医による「こころの相談」を実施しています。学生・保護者等・教職員

の誰でも相談ができます。事前予約が必要です。   

 

４ 日本スポーツ振興センターについて（災害共済給付制度） 

   独立行政法人日本スポーツ振興センターの業務の一環として，災害共済給付制度があり， 

  学校管理下における学生の災害につき，学生の保護者等に対し，災害共済給付を行う。 

  制度の概略は次のとおりであるが，詳細は保健室に訪ねること。 

  ア 給付の対象となる災害の範囲と給付金額 

 

 

 

イ 学校管理下の範囲 

   ① 学校が編成した教育課程に基づく授業を受けている場合。 

   ② 学校の教育計画に基づく課外指導を受けている場合。 

   ③ 休憩時間，その他校長の指示・承認に基づき学校にある場合。 

   ④ 通常の経路及び方法により通学する場合。 

   ⑤ その他、これらに準ずる場合として内閣府令で定める場合 

(寄宿舎にあるとき、学校外で授業等が行われるときにその場所と住居・寄宿舎との間

を合理的な経路・方法で往復するとき) 

  ウ 掛金  年額 1,550 円（４月に納入する。） 

  エ 手続及び給付金の受取 

    上記の項目に該当すると思われる災害が発生した場合は，速やかに保健室に届け出て所 

定の手続きをとること。給付金の受取は，銀行口座振込とする。 

災害
の 
種類 

災  害  の  範  囲 給  付  金  額 

負  
傷 

その原因である事由が学校の管理下で生じたもので，療養
に要する費用の額が 5,000 円以上のもの 

医療費 

・医療保険並の療養に要する費用の額の 4/10
（そのうち 1/10は，療養に伴って要する費用
として加算される分） 

ただし，高額療養費の対象となる場合は，自
己負担額（所得区分により限度額が異なる。）
に療養に要する費用の額の 1/10 を加算した

額 
・入院時食事療養費の標準負担額がある場合
は，その額を加算した額 

疾  

病 

その原因である事由が学校の管理下で生じたもので，療養
に要する費用の額が 5,000 円以上のもののうち，内閣府令

で定めるもの 
・学校給食等による中毒 ・ガス等による中毒 ・熱中症 
・溺水 

・異物の嚥下又は迷入による疾病 ・漆等による皮膚炎  
・外部衝撃等による疾病 ・負傷による疾病 

障  
害 

学校の管理下の負傷又は上欄の疾病が治った後に残った障
害 

（その程度により第 1級から第 14級に区分される。） 

障害見舞金 4,000万円～88 万円 
〔通学（園）中の災害の場合 2,000 万円～44 万

円〕 

死  
亡 

学校の管理下において発生した事件に起因する死亡及び上

欄の疾病に直接起因する死亡 

死亡見舞金 3,000 万円 

〔通学（園）中の場合 1,500万円〕 

突 

然 

死 

運動などの行為に起因する突然死 
死亡見舞金 3,000 万円 

〔通学（園）中の場合 1,500万円〕 

運動などの行為と関連のない突然死 
死亡見舞金 1,500 万円 

〔通学（園）中の場合も同額〕 
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５ 学校学生生徒旅客運賃割引証について 

    校外実習あるいは帰省等のために，鉄道等を利用して旅行しようとするときは，学生係か 

ら学校学生生徒旅客運賃割引証（以下「学割証」という。）の交付を受けて利用することが 

できる。 

   学割証は，学生個人の自由な権利として使用することを前提としたものではなく，修学上 

  の経済的負担を軽減し，学校教育の振興に寄与することを目的として実施されている制度で 

  あるので，使用に際しては，不正のないよう注意すること。 

   なお，学割証を不正使用した場合は，乗車駅からの区間に対する普通運賃と，その２倍に 

相当する額の増運賃を課されるばかりでなく，学校に対して一定期間割引証の発行を停止さ 

れ，全学生が非常に迷惑を受けることがあるので，絶対に不正行為は行わないこと。 

  ア 使用目的の範囲 

   ① 休暇，所用による帰省 

   ② 実験実習並びに通信による教育を行う学校の面接授業及び試験などの正課の教育活動 

   ③ 学校が認めた特別教育活動又は体育・文化に関する正課外の教育活動 

   ④ 就職又は進学のための受験等 

   ⑤ 学校が修学上適当と認めた見学又は行事への参加 

   ⑥ 疾病の治療その他修学上支障となる問題の処理 

   ⑦ 保護者の旅行への随行 

  イ 学割証による割引普通乗車券は，学割証１枚につき一人１回に限って購入できる。なお， 

   片道の営業キロが 100Km を超える区間を旅行する場合，普通運賃が２割引となる。 

  ウ 使用者の記入する事項を訂正したときは，その箇所に使用者の認印がないものは使用で 

   きない。 

  エ 学割証は，次の場合無効になる。 

   ① 記入事項が不鮮明又は無記入のとき。 

   ② 記入事項をぬり消したり，改変してあったとき。 

   ③ 訂正印のないとき。 

   ④ 有効期間（発行の日から３か月）経過したとき。 

   ⑤ 記名人以外の者が使用したとき。 

  オ 学割証で購入した割引普通乗車券は，学生証を携帯しないときは使用できない。また， 

   学生証は係員の請求があるときは呈示すること。 

  カ 学割証を必要とするときは，所定の交付願に記入し，交付を受けたい日の前日までに学 

   生係に申し出ること。 

    なお，見学旅行，夏季休業及び連休等の場合は，交付申請期限を定め掲示することがあ 

   る。 

 

６ 通学定期券 

   ＪＲ等の通学定期券を購入するときは，通学証明書が必要である。通学証明書を必要とす 

  るときは，所定の交付願に記入し，交付を受けたい日の前日までに学生係に申し出ること。 
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７ 福利施設の利用 

   ア オープンラウンジ 

     学生の教養の向上，親睦及び憩いの場として図書館１階に，オープンラウンジを設置 

    している。利用者は，お互いに整理・整頓を心掛け，学生全員が気持ちよく使えるよう 

    に気をつけること。利用時間は，原則図書館開館時間内とする。 

   イ 福利センター 

     学生及び教職員の福利厚生を図るとともに，学生の課外活動等を助成する目的で福利 

    センターがある。センター内には食堂・売店・談話室・オーディオルーム・研修室等が 

    あり，利用時間は次のとおりである。 

    ・売 店（平日のみ）       １０：３０～１９：００ 

      ・食 堂（平日のみ）            １０：３０～１３：３０ 

    ・オーディオルーム・研修室        ９：００～１９：００ 

    ・談話室             （７：３０開錠 ２２：００施錠） 

     使用の際は「福利センター使用細則」を熟読し，所定の手続をとること。使用後は， 

    室内の清掃・戸締まり等を厳重に行わなければならない。 

     なお，食堂はセルフサービスとなっているので，食器等の返却は自分で行うこと。 

   ウ 合宿研修所 

     健全にしてかつ規律ある学生生活の向上を図り，豊かな人間性を育成することを目的 

    として，合宿研修所が設置されている。 

        使用に当たっては，使用１週間前までに合宿研修所使用許可願を学生課学生係に提出 

し，許可を受けなければならない。 
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第５章 諸規則 

 

 

 

 



 



香川高等専門学校学則 

                    平成 21年 10月１日制定 

 

第１章 本校の目的 

（目的） 

第１条 本校は，教育基本法の精神にのつとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸

を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

２ 本校は，前項の目的を実現するための教育研究を行い，その成果を広く社会に提供する

ことにより，社会の発展に寄与するものとする。 

３ 本校は，その教育研究水準の向上に資するため，定期的に，教育研究等の状況について，

自ら点検及び評価を行い，その結果を公表するとともに，文部科学大臣の認証を受けた者

による評価を受けるものとする。 

 

第２章 修業年限，学年，学期，休業日及び授業終始の時刻 

（修業年限及び在学期間） 

第２条 修業年限は，５年とする。 

２  在学期間は，前項に規定する修業年限（第２学年以上に入学した者は修業年限から入学

した１学年前の学年数を減じた数）の２倍を超えることはできない。 

３  停学の期間は，第１項に規定する修業年限に算入する。 

（学年） 

第３条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月 31日に終わる。 

（学期） 

第４条 学年を分けて，次の２学期とする。 

 前期 ４月１日から９月 30日まで 

 後期 10月１日から翌年３月 31日まで 

２ 前項に定める各学期は，前半及び後半に分けることができる。 

３ 前期の前半を第１学期，後半を第２学期，後期の前半を第３学期，後半を第４学期と

し，各学期の始期及び終期については別に定める。 

（休業日） 

第５条 休業日は，次のとおりとする。ただし，特別の必要があるときは，校長は，これら

の休業日を授業日に振り替えることがある。 

 一 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178号）に規定する休日 

 二 日曜日及び土曜日 

三 春季休業 

  四 夏季休業 

  五 冬季休業 

  六 学年末休業 

２ 前項第三号から第六号の休業日は，校長が年度毎に定める。 

３ 第１項に規定する休業日のほか，臨時の休業日は，校長がその都度定める。 

（授業終始の時刻） 

第６条 授業終始の時刻は，校長が別に定める。 

 

第３章 系，学科，学級数，入学定員，教育の目的及び教職員組織 
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（系，学科，学級数，入学定員，収容定員及び教育の目的） 

第７条 本校に学科を大括りする系として，創造基礎工学系及び電子情報通信工学系を置く。 

２ 各系を構成する学科，学級数，入学定員，収容定員及び教育の目的は，次のとおりとす

る。 

系 学科 学級数 
入学 

定員 

収容 

定員 
教育の目的 

創

造

基

礎

工

学

系 

機械工学

科 

 

 

 

１ 

 

 

40人 

 

 

200 人 力学を中心とした機械工学の知識とそれを応用

した設計力を柱として，コンピュータ支援工学や

電気工学などの周辺技術を身につけた，幅広い産

業分野において創造力を発揮できる機械技術者を

育成する。 

電気情報

工学科 

 

 

１ 

 

 

 

40人 

 

 

 

200 人 電気電子・情報通信工学の基礎を学習させ，各

種応用分野に進むために必要な知識と技術を涵養

し，組込み技術等に携わる電気電子技術者，情報

通信技術者を育成する。 

機械電子

工学科 

 

 

１ 

 

 

 

40人 

 

 

 

200人 機械技術，電子技術を組合せコンピュータ制御

技術により付加価値を高めた機械電子複合システ

ムの設計･開発，生産･製造，運用･保守，検査･修

理等に携わる技術者を育成する。 

建設環境

工学科 

 

 

１ 40人 200 人 土木工学を中心に，公共の建設構造物の設計・

施工・計画の基礎技術を身につけた建設技術者を

育成する。 

環境保全や防災・減災などの知識を応用して，

市民の安全・安心・快適な生活を支える豊かな創

造性と実行力を有する建設技術者を育成する。 

電

子

情

報

通

信

工

学

系 

通信ﾈｯﾄﾜｰ

ｸ工学科 

 

 

 

１ 

 

 

 

40人 

 

 

 

200人 通信工学，情報工学の基礎から，情報通信分野

やコンピュータネットワーク分野の幅広い知識と

技術並びに実践的応用力を身につけたコミュニケ

ーションシステム技術者，コンピュータネットワ

ーク技術者を育成する。 

電子ｼｽﾃﾑ

工学科 

 

 

 

１ 

 

 

 

40人 

 

 

 

200人 電子回路や半導体工学など電子工学の基礎から

電子材料や集積回路技術などの応用までの知識と

技術を身につけたデバイスエンジニアを育成す

る。 

制御工学，ロボット工学に代表されるシステム

工学の基礎から応用までの知識と技術を身につけ

たロボットエンジニアを育成する。 

情報工学

科 

 

 

１ 40人 200人 画像処理や人工知能などコンピュータに関する

幅広い知識とコンピュータのさまざまな技術を身

につけたソフトウェアエンジニアを育成する。 

ネットワークを利用したソフトウェア開発の基

礎から応用までの技術を身につけたソフトウェア

エンジニアを育成する。 
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３ 前項の規定にかかわらず，教育上有益と認めるときには，各系において異なる学科の学

生をもつて学級を編成することができる。 

（職員） 

第８条 本校に，校長，教授，准教授，講師，助教，助手，事務職員及び技術職員を置く。 

２ 前項に規定するもののほか，本校に副校長を置く。 

３ 第１項の職員の職務は，学校教育法その他法令の定めるところによる。 

４ 副校長は，校長の命を受け，校長を補佐し，校長が不在のときは，その職務を代行する。 

（主事） 

第９条 本校に，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属する

ものを除く。）を掌理する。 

４ 寮務主事は，校長の命を受け，学生寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

（事務部） 

第 10条  本校に，その事務を処理するため事務部を置く。 

（内部組織） 

第 11条 前３条に規定するもののほか，本校の内部組織は，別に定めるところによる。 

 

第４章 教育課程等 

（授業を行う期間） 

第 12 条 １年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，35 週にわたることを原則

とする。 

（教育課程の編成） 

第 13条  教育課程は授業科目及び特別活動により編成するものとする。 

２  授業科目及びその履修単位数は，創造基礎工学系の一般科目は別表１，専門科目は別表

２，電子情報通信工学系の一般科目は別表３，専門科目は別表４のとおりとする。 

３ 各授業科目の単位数は，30 単位時間（１単位時間は標準 50 分とする。）の履修を１単

位として計算するものとする。 

４ 前項の規定にかかわらず，別に定める授業科目については，１単位の授業科目を 45時間

の学修を必要とする内容をもつて構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業

による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算す

ることができる。 

 一  講義及び演習については，15 時間から 30 時間までの範囲で別に定める時間の授業を

もつて１単位とする。 

 二 実験，実習及び実技については，30 時間から 45 時間までの範囲で別に定める時間の

授業をもつて１単位とする。 

 三 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち２以上の方法の併用

により行う場合については，その組み合わせに応じ，前２号に規定する基準を考慮して

別に定める時間の授業をもつて１単位とする。 

５ 前項の規定により計算することのできる授業科目の単位数の合計数は，60単位を超えな

いものとする。 

６  前３項の規定にかかわらず，卒業研究，卒業制作等の授業科目については，これらの学

修の成果を評価して単位の修得を認定することが適切と認められる場合には，これらに必

要な学修等を考慮して，単位数を定めることができる。 
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７ 特別活動は，第１学年から第３学年までの各学年 30単位時間，計 90単位時間実施する。 

 （授業の方法） 

第 13 条の２ 校長は，文部科学大臣が別に定めるところにより，授業を，多様なメディア

を高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

２ 校長は，授業を，外国において履修させることができる。前項の規定により，多様なメ

ディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合について

も，同様とする。 

３ 校長は，文部科学大臣が別に定めるところにより，授業の一部を，校舎及び附属施設

以外の場所で行うことができる。 

（他の高等専門学校における授業科目の履修） 

第 14条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が他の高等専門学校において履修した授

業科目について修得した単位を，60単位を超えない範囲で本校における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。 

２ 第１項について，必要な事項は，別に定める。 

 

（高等専門学校以外の教育施設等における学修等） 

第 15条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が行う大学における学修その他文部科学

大臣が別に定める学修を，本校における授業科目の履修とみなし単位の修得を認定するこ

とができる。 

２ 前項により認定することができる単位数は，前条により本校において修得したものとみ

なす単位数と合わせて 60単位を超えないものとする。 

３ 第１項の規定は，学生が，第 28条の規定により留学する場合及び外国の大学が行う通信

教育における授業科目を我が国において履修する場合について準用する。この場合におい

て認定することができる単位数は，前条及び第１項により本校において修得したものとみ

なし，又は認定する単位数を合わせて 60単位を超えないものとする。 

４ 第１項について，必要な事項は，別に定める。 

（成績） 

第 16条 各学年の課程の修了又は卒業の認定は，各履修科目の成績及び特別活動の履修状況

等を総合して行うものとする。 

２ 第１項について，必要な事項は，別に定める。 

（再履修） 

第 17条 前条の認定の結果，原学年にとどめられた者の再履修については，別に定めるとこ

ろによる。 

 

第５章 入学，転科，休学，退学，転学，留学及び卒業 

（入学資格） 

第 18条 入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

 一 中学校若しくは義務教育学校を卒業した者 

 二 中等教育学校の前期課程を修了した者 

 三 外国において，学校教育における９年の課程を修了した者 

四 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者 

 五 文部科学大臣の指定した者 

六 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則（昭和 41年文部省令第 36号）に 
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より，中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者  

 七 その他相当年令に達し，本校が中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者 

（入学者の選抜及び入学許可） 

第 19条 校長は，入学志望者について，学力検査の成績，出身学校の長から送付された調査

書その他必要な書類等を資料として入学者の選抜を行う。 

２  校長は，前項に定めるもののほか，入学定員の一部について，出身学校の長の推薦に基

づき，学力検査を免除し，出身学校の長から送付された調査書を主な資料として，総合的

に判定する方法により入学者の選抜を行うことができる。 

３ 校長は，前２項の選抜の結果に基づき，第 32条に規定する入学料を納付した者，又は入

学料の免除若しくは徴収猶予の申請書を受理された者に対して入学を許可する。 

（学年の途中の入学及び編入学） 

第 20条 第１学年の途中又は第２学年以上に入学を希望する者があるときは，校長は，その

者が相当年令に達し，当該学年に在学する者と同等以上の学力があると認めた場合に限り，

前条の規定に準じて，相当学年に入学を許可することがある。 

（入学手続） 

第 21条 入学を許可された者は，所定の期日までに保護者等と連署した誓約書及び校長が定

めた書類を提出しなければならない。 

２ 前項の手続きを終了しない者があるときは，校長は，その入学の許可を取り消すことが

ある。 

（転科） 

第 22条 転科を希望する者があるときは，校長は，学年の始めにおいて選考の上，相当学年

に転科を許可することがある。 

（休学） 

第 23条 学生は，疾病その他やむを得ない事由により，３か月以上継続して修学することが

できないときは，校長の許可を受けて休学することができる。 

２ 前項の休学の期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由がある場合は，１年を限度

として休学期間の延長を認めることができる。 

３ 休学期間は，通算して２年を超えることができない。 

４ 休学期間は，第２条に定める修業年限及び在学期間に算入しない。 

 

（復学） 

第 24条 休学した者は，休学の事由がなくなったときには，校長の許可を受けて復学するこ

とができる。 

（出席停止） 

第 25条 学生に感染症その他疾病があるときは，校長は，出席停止を命ずることがある。 

（退学及び再入学） 

第 26条 学生は，疾病その他やむを得ない事由により退学しようとするときは，校長の許可

を受けて，退学することができる。 

２ 前項の規定により退学した者で，再入学を希望する者があるときは，校長は，選考のう

え相当学年に入学を許可することがある。 

（転学） 

第 27条 他の学校に入学，転学又は編入学を志望しようとする者は，校長の許可を受けなけ

ればならない。 
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（留学） 

第 28条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が外国の大学又は高等学校に留学するこ

とを許可することができる。 

２  校長は，第 15条第 3項の規定により単位の修得を認定された学生については，学年の途

中においても，各学年の課程の修了又は卒業を認めることができる。 

３ 前２項について，必要な事項は別に定める。 

 

（卒業及び称号） 

第 29条 全学年の課程を修了し，167単位以上修得した者には，校長は，所定の卒業証書を

授与する。 

２ 前項の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第 13条の２の授業の方法

により修得する単位数は 60単位を超えないものとする。 

３ 本校を卒業した者は，準学士と称することができる。 

 

第６章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料 

（検定料等の額及び納付方法等） 

第 30条  検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額は，独立行政法人国立高等専門学校機構に

おける授業料その他の費用に関する規則（平成 16 年４月１日独立行政法人国立高等専門

学校機構規則第 35号）に定めるところによる。 

（検定料の納付） 

第 31条 検定料は，入学，転学，編入学又は再入学の願書を提出するときに納付しなければ

ならない。 

（入学料の納付） 

第 32条  入学料は，入学を許可されるときに納付するものとする。 

（授業料の納付） 

第 33条 授業料は，前期及び後期の２期に区分して納付するものとし，それぞれの期におい

て納付する額は，年額の２分の１に相当する額とする。 

２ 前項の授業料は，前期にあっては５月に，後期にあっては 10月に納付するものとする。 

３  前２項の規定にかかわらず，前期に係る授業料を納付するときに，当該年度の後期に係

る授業料を併せて納付することができる。 

（学年の中途で復学等する場合の授業料） 

第 34条 学年の中途において入学，復学，転学，編入学又は再入学（以下「復学等」という｡）

をした者が前期又は後期において納付する授業料の額は，授業料の年額の 12 分の１に相

当する額（その額に 10円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする｡）に復

学等の属する月から次の納付の時期前までの月数を乗じて得た額とし，復学等の日の属す

る月に納付するものとする。 

（学年の中途で卒業又は課程を修了する場合の授業料） 

第 35条  学年の中途で卒業又は課程を修了する者が納付する授業料の額は，授業料の年額の

12分の１に相当する額に在学する月数を乗じた額とし，当該学年の始めの月に納付するも

のとする。ただし，卒業又は課程を修了する月が後期の納付の時期後であるときは，後期

の納付の時期後の在学期間に係る授業料は，後期の納付の時期に納付するものとする。 

（学年の中途で退学する場合の授業料） 

第 36条 学年の中途で退学する者は，退学する日の属する時期が前期であるときは，授業料

の年額の２分の１に相当する額の授業料を，退学する日の属する時期が後期であるとき
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は，授業料の年額に相当する額の授業料をそれぞれ納付するものとする。 

（寄宿料の納付） 

第 37条 学生寮に入寮している学生は，入寮した日の属する月から退舎する日の属する月ま

での間，寄宿料を納付するものとする。 

（入学料，授業料及び寄宿料の免除等） 

第 38条 入学前１年以内において，入学する者の学資を主として負担している者（以下この

項において「学資負担者」という｡）が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が風

水害等の災害を受けた場合，入学料の全額若しくは半額を免除することがある。又，これ

に準じて学校長が相当と認める事由がある場合，上記免除をおこなうことがある。  

  経済的理由により納付期限までに納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合，

入学前１年以内において，学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が風

水害等の災害を受け，納付期限までに納付が困難であると認められる場合，入学料の徴収

を猶予することがある。又，その他やむを得ない事由があると認められる場合にも，猶予

することがある。  

２  経済的理由により，授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合又は

休学，死亡その他やむを得ない事情があると認められる場合には，授業料の全部若しくは

一部を免除し，又はその徴収を猶予することがある。 

３  死亡又は行方不明及び授業料未納により除籍された場合並びに風水害等の災害を受けた

ことにより，寄宿料の納付が困難であると認められる場合には，寄宿料の全部を免除する

ことがある。 

４  前３項に関し，必要な事項は別に定める。 

（既納の検定料等） 

第 39条 既納の検定料，入学料，授業料及び寄宿料は，返還しない。 

２ 前項の規定にかかわらず第 33条第３項の規定により前期分授業料納付の際，後期分授業

料を併せて納付した者が，当該年度の後期分授業料納付時期前に休学又は退学した場合に

は，後期分の授業料に相当する額を，及び入学を許可されたときに授業料を納付した者が，

３月３１日までに入学を辞退した場合には，既納の授業料相当額を，その者の申出により

返還する。 

 

第７章 学生準則，賞罰及び除籍 

（学生準則） 

第 40条 学生は，この学則に定めるもののほか，別に定める学生準則を遵守しなければなら

ない。 

（表彰） 

第 41条 学生として表彰に値する行為があるときには，表彰することがある。 

（懲戒） 

第 42条 教育上必要があるときは，学生に退学，停学，訓告その他の懲戒を加えることがあ

る。ただし，退学は，次の各号の一に該当する者について行うものとする。 

 一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 二 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

 三 正当の理由がなくて出席常でない者 

 四 学校の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者 

２  前項の規定のほか，学生の懲戒について必要な事項は，別に定める。 
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（除籍） 

第 43条 次の各号の一に該当する者は，校長がこれを除籍することがある。 

 一 死亡又は長期間にわたり行方不明の者 

二 第２条第２項に規定する在学期間を超える者 

 三 第 23条に規定する休学期間を超えてなお修学できない者 

 四 授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者 

 五 第 19条第３項に規定する入学料免除の申請書を受理され，免除を不許可とされた者及

び半額免除の許可をされた者，並びに入学料徴収猶予の申請書を受理された者で，所定

の期日までに入学料を納付しない者 

 

第８章 専攻科 

（設置） 

第 44条 本校に，専攻科を置く。 

（目的） 

第 45条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工学に関

する高度な専門知識と技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

（専攻，入学定員，収容定員及び教育の目的） 

第 46条 専攻科の専攻，入学定員，収容定員及び教育の目的は，次のとおりとする。 

専    攻 入学 

定員 

収容 

定員 

教育の目的 

創造工学専攻 

 機械工学コース 

 電気情報工学コース 

 機械電子工学コース 

 建設環境工学コース 

 

電子情報通信工学専攻 

 

24人 

 

 

 

 

 

18人 

48人 

 

 

 

 

 

36人 

機械工学，電気・電子工学，情報工

学及びその融合分野を基礎としたも

のづくり，並びに建設・環境工学を基

礎とした都市づくり分野における創

造性豊かな実践的高度開発型技術者

の育成を目指す。 

自律できる能力，実践的で独創的な

開発能力及びコミュニケーション能

力を身につけ，複合領域にも対応でき

る幅広い視野を持つ，通信工学，電子

工学，情報工学及びその関連分野にお

ける創造性豊かな実践的高度開発型

技術者の育成を目指す。 

（連携教育プログラム） 

第 46条の２ 各専攻において，香川大学と実施するイノベーション創造型連携教育プログラ

ム（以下「連携教育プログラム」という。）を置く。 

２ 前項に規定する連携教育プログラムの実施に関し必要な事項は別に定める。 

（入学資格） 

第 47条 専攻科に入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

 一 高等専門学校を卒業した者 

 二 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の

課程を修了した者のうち学校教育法第 58条の 2（同法第 70条第１項及び第 82条におい

て準用する場合を含む。）の規定により大学に編入学することができるもの 

 三 短期大学を卒業した者 
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 四 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第 132条の規定により大学に編入

学することができる者            

 五 外国において，学校教育における 14年の課程を修了した者 

 六 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該外国の学校教育における 14年の課程を修了した者 

七 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

14 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了した者 

 八 その他高等専門学校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者 

（入学者の選抜及び入学許可） 

第 48条 校長は，専攻科の入学志願者に対しては，別に定めるところにより選抜を行う。 

２ 校長は，前項の選抜の結果に基づき，第 32条に規定する入学料を納付した者に対して入

学を許可する。ただし，入学料免除又は入学料徴収猶予の申請書を受理された者にあって

は，入学を許可する。 

（修業年限及び在学期間） 

第 49条 専攻科の修業年限は，２年とする。 

２ 在学期間は，４年を超えることはできない。 

（休学） 

第 50条 専攻科学生の休学の期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由がある場合は，

１年を限度として休学期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は，通算して２年を超えることができない。 

３ 休学の期間は，前条第２項に定める修業年限及び在学期間に算入しない。 

（教育課程） 

第 51条 専攻科の授業科目及びその単位数は，創造工学専攻については別表５，電子情報通

信工学専攻については別表６のとおりとする。 

２ 履修方法については，別に定める。 

（長期にわたる教育課程の履修） 

第 52条 社会人特別選抜を経て入学した専攻科学生が，修業年限を超えて一定の期間にわた

り計画的な教育課程の履修により修了することを申し出た時は，４年の範囲内で修業年限

を超えて履修することを認めることができる。ただし，６年を超えて在学することはでき

ない。 

２ 前項により計画的な履修を認められた学生が特別の理由により履修期間の変更を希望す

る場合は，年度を単位とし，校長の承認を得なければならない。 

（長期にわたる教育課程の履修を認められた者に係る授業料及び納入方法の特例） 

第 53条 前条第１項により，専攻科の修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的な教育課

程の履修することを認められた者が納入する授業料の年額は，当該在学を認められた期間

（以下「長期在学期間」という。）に限り，第 30条に規定する授業料の年額に第 49条第

１項に規定する修業年限を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除した額（その額に 10

円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とする。 

２ 前項の規定により授業料の年額が定められた者が長期在学期間を短縮することを認めら

れた場合は，当該短縮後の期間に応じて同項の規定により算出した授業料の年額に当該者

が在学した期間の年数を乗じて得た額から当該者が在学した期間に納付すべき授業料の
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総額を控除した額を，長期在学期間の短縮が認められたときに納付するものとする。 

（修了） 

第 54 条 校長は，専攻科に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，62 単位以上を修得

した者について，修了を認定する。 

２ 修了を認定した者には，所定の修了証書を授与する。 

３ 第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 

（技術者教育プログラム） 

第 55条 削除 

（準用規定） 

第 56条 専攻科学生については，第３条から第６条，第 12条，第 13条の 2第 1項及び同条

2項，第 15条第１項及び同条第４項，第 21条，第 23条第１項，第 24条から第 27条，第

28 条第１項，第 30 条から第 43 条の規定を準用する。この場合において，第 28 条第１項

中「外国の大学又は高等学校」とあるのは「外国の大学」と，第 43条第３号中「第 23条」

とあるのは「第 50条」と，第 43条第５号中「第 19条第３項」とあるのは，「第 48条第

２項」とそれぞれ読み替えるものとする。 

（その他） 

第 57条 本章に定めるもののほか，専攻科について必要な事項は，別に定める。 

 

第９章 学生寮 

（学生寮） 

第 58条  本校に学生寮を設ける。 

２ 学生寮の運営その他必要な事項は，別に定める。 

 

第 10章 研究生，聴講生，特別聴講学生及び科目等履修生 

（研究生） 

第 59条 本校の専門分野における特定の事項について研究を志願する者があるときは，教育

研究に支障がないと認められる場合に限り，選考の上，研究生として入学を許可すること

がある。 

２ 研究生について必要な事項は，別に定める。 

（聴講生） 

第 60条 本校が開設する授業科目の聴講を志願する者があるときは，教育研究に支障がない

と認められる場合に限り，選考の上，聴講生として入学を許可することがある。 

２ 聴講生について必要な事項は，別に定める。 

（特別聴講学生） 

第 61条 大学（短期大学及び高等専門学校を含む。）間相互単位互換協定に基づき，本校の

特定の授業科目について履修を志願する者があるときは，教育研究に支障がないと認めら

れる場合に限り，選考の上，特別聴講学生として入学を許可することがある。 

２ 特別聴講学生について必要な事項は，別に定める。 

３ 独立行政法人国立高等専門学校機構における国立高等専門学校間単位互換の推進に関す

る要項（令和４年１月２８日理事長裁定）により受け入れた単位互換履修生は，特別聴講学

生とみなし，本校特別聴講生規程（平成 21 年 10 月 1 日制定）第７条及び第８条を適用する。 

４ 前項の単位互換履修生について必要な事項は，別に定める。 

（科目等履修生） 

第 62条 本校が開設する授業科目の履修を志願する者があるときは，教育研究に支障がない
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と認められる場合に限り，選考の上，科目等履修生として入学を許可することがある。 

２ 科目等履修生について必要な事項は，別に定める。 

 

第 11章 外国人留学生 

（外国人留学生） 

第 63条 外国人で本校に入学を志願する者があるときは，選考の上，外国人留学生として入

学を許可することがある。 

２ 外国人留学生は，入学定員外とすることができる。 

３ 外国人留学生について必要な事項は，別に定める。 

 

第 12章 公開講座 

 （公開講座） 

第 64条  本校に，公開講座を開設することがある。 

２  公開講座について必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この学則は，平成 21年 10月１日から施行する。 

（教育課程の履修に関する経過措置） 

第２条 独立行政法人に係る改革を推進するための文部科学省関係法律の整備等に関する法

律（平成 21年法律第 18号）附則第 10条の規定に基づき，平成 21年９月 30日に同法によ

る改正前の独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成 15年法律第 113号）別表に規定す

る高松工業高等専門学校及び詫間電波工業高等専門学校に在学する者は，当該高等専門学

校を卒業するため又は当該高等専門学校の専攻科の課程を修了するため必要であつた教育

課程の履修を，本校において行うものとし，本校は，そのために必要な教育を行うものと

する。 

２ 前項の場合において，特に定める場合を除き，それぞれ高松工業高等専門学校又は詫間

電波工業高等専門学校の学則その他の規則等を適用する。 

３ 第７条第２項及び第 46条の規定にかかわらず，第１項に規定する教育を行うため，本校

に次の学科及び専攻科の専攻を置く。 

 一 機械工学科 

 二 電気情報工学科 

 三 制御情報工学科 

 四 建設環境工学科 

 五 情報通信工学科 

 六 電子工学科 

 七 電子制御工学科 

 八 情報工学科 

 九 専攻科機械電気システム工学専攻 

 十 専攻科建設工学専攻 

十一 専攻科電子通信システム工学専攻 

十二 専攻科情報制御システム工学専攻 

４ 前項各号に規定する学科又は専攻は，当該学科又は専攻に在学する者が当該学科又は専

攻に在学しなくなる日において廃止するものとする。 
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附 則 

この学則は，平成 23年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，平成 25年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，平成 26年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 26年５月８日から施行し，平成 26年４月１日から適用する。 

附 則 

この学則は，平成 28年４月１日から施行し，平成 28年度の専攻科入学生から適用する。 

附 則 

この学則は，平成 28年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は，平成 28年４月 28日から施行し，平成 28年４月１日から適用する。 

  附 則 

１ この学則は，平成29年４月１日から施行する。 

２ この学則施行の際，第５学年に在学している者に係る平成29年度の一般科目の教育課

程は，学則別表３の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成25年度入学者 附則別表３－１ 

３ この学則施行の際，第５学年に在学している者に係る平成29年度の通信ネットワーク

工学科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成25年度入学者 附則別表４－１ 

４ この学則施行の際，第５学年に在学している者に係る平成29年度の電子システム工学

科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成25年度入学者 附則別表４－２ 

５ この学則施行の際，第４学年以上に在学している者に係る平成29年度以降の情報工学

科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成25年度入学者 附則別表４－３ 

平成26年度入学者 附則別表４－４ 

附 則 

この学則は，平成 29年４月 1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は，平成 30年４月１日から施行する。 

２ この学則の施行日前に専攻科に在学している者に係る教育課程については，なお従前 

の例による。 

  附 則 

１ この学則は，平成 30年４月１日から施行する。 

２ この学則施行の際，第２学年以上に在学している者に係る平成30年度以降の電子シス

テム工学科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

(省略) 

(省略) 

(省略) 

(省略) 

(省略) 
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入 学 年 度 教 育 課 程 

平成26～29年度入学者 附則別表４－５ 

３ この学則施行の際，第２学年以上に在学している者に係る平成30年度以降の情報工学

科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成27～29年度入学者 附則別表４－６ 

附 則 

この学則は，平成 30年５月 24日から施行し，平成 30年４月１日から適用する。 

附 則 

この学則は，平成 30年 11月 29日から施行し，平成 30年４月１日から適用する。 

  附 則 

１ この学則は，平成 31年４月１日から施行する。 

２ 平成 30年度以前の入学者にかかる教育課程については，第 13条第２項の規定にかか 

わらず，次のとおりとする。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

附 則 

この学則は，令和元年 10月 17日から施行する。 

附 則 

この学則は，令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，令和３年１月 21日から施行し，令和２年４月１日から適用する。 

附 則 

１ この学則は，令和３年４月１日から施行する。 

２ この学則の施行日前に専攻科に在学している者に係る教育課程については，なお従前

の例による。 

附 則 

１ この学則は，令和４年４月１日から施行する。 

２ この学則の施行日前に専攻科に在学している者に係る教育課程については，なお従前

の例による。 

附 則 

この学則は，令和５年１月 19 日から施行し，令和４年４月１日から適用する。 

創
造
基
礎
工
学
系 

一般科目 附則別表１－１ 

専門科目 

機械工学科 附則別表２－１ 

電気情報工学科 附則別表２－２ 

機械電子工学科 附則別表２－３ 

建設環境工学科 附則別表２－４ 

電
子
情
報
通
信
工
学
系 

一般科目 附則別表３－２ 

専門科目 

通信ネットワーク工学科 附則別表４－７ 

電子システム工学科 
附則別表４－５ 

附則別表４－８ 

情報工学科 
附則別表４－６ 

附則別表４－９ 
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附 則 

この学則は，令和５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

  １ この学則は，令和６年４月１日から施行する。 

  ２ 令和５年度以前の入学者にかかる創造基礎工学系の専門科目の教育課程については，

第１３条第２項の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

創
造
基
礎
工
学
系 

専門科目 

機械工学科 附則別表２－５ 

電気情報工学科 附則別表２－６ 

機械電子工学科 附則別表２－７ 

建設環境工学科 附則別表２－８ 

附 則 

この学則は，令和７年４月１日から施行する。 
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香川高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程 

平成 21 年 10 月１日制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，香川高等専門学校学則（以下「学則」という｡)第 51 条第２項，第 54 条

第３項及び第 57 条の規定に基づき，香川高等専門学校専攻科（以下「専攻科」という｡)の授

業科目の履修方法及び成績の評価並び修了の認定に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （授業） 

第２条 授業は，講義，演習，実験・実習，特別研究及び学外実習いずれか，又はこれらの併用

により行うものとする。 

（単位の計算方法） 

第３条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもつ

て構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必

要な学修等を考慮して，次の各号に掲げる基準により単位数を計算するものとする。 

一 講義については，15 時間の授業をもつて１単位とする。 

二 演習については，30 時間の授業をもって１単位とする。 

三 実験・実習，特別研究及び学外実習については，45 時間の授業をもつて１単位とする。 

（履修方法） 

第４条 専攻科の学生は，開設する授業科目のうち，選択科目の履修にあたつては，年度当初

に別紙第１号様式による「選択科目履修届」を所定の期日までに校長に提出しなければなら

ない。 

（定期試験） 

第５条 定期試験は，各学期末に実施する。なお，平素の成績によつて評価し得る科目につい

ては，試験の全部又は一部を行わないことがある。 

（追試験） 

第６条 次の各号に該当する理由により，定期試験を受験できなかつた学生については，事由を

証明する書類を添えて，別紙第２号様式による「追試験願」を所定の期日までに校長に提出

し，その許可を受けた学生について実施する。 

一 病気（医師の診断書がある場合に限る｡) 

二 忌引（学生準則第 15 条による｡) 

 三 その他校長がやむを得ない事情と認めた場合 

 （成績の評価） 

第７条 学業成績の評価は，その期において実施した試験の成績及び通常の授業における小テ

ストやレポート提出等で評価した成績，出欠状況等を総合して 100 点法で行う。 

２ 学年総合成績の評価は，各学期の成績を総合して行う。 

３ 学年総合成績の評価（100 点法）と評語の関連は次のとおりとする。 

ただし，100 点法で評価できないものについては，合格又は不合格の評語を用いることが

できる。 

成績評価 ９０点以上 ８０～８９点 ７０～７９点 ６０～６９点 ０～５９点 

評語 秀 優 良 可 不可 

 （単位の認定） 

第８条 前条第３項の規定に基づき，秀・優・良・可又は合格に評価された授業科目について

は，単位を認定する。 

 （学業成績の記録及び通知並びに証明） 

第９条 成績の記録は評価で行い，必要がある場合は評語で提示することができる。 

２ 学生に対する成績通知は評価で行う。 

３ 校外に対して発行する証明書は，原則，評語で証明する。 
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（専攻科の修了認定） 

第 10 条 専攻科の単位修得及び課程修了の認定は，専攻科修了認定会議を経て，校長がこれを

行う。 

 （再履修） 

第 11条 単位を認定されなかつた授業科目は，再履修することができる。 

（他専攻の授業科目の履修） 

第 12 条 他の専攻で開設されている専門科目の選択科目の履修を希望する学生は，別紙第３

号様式による「他専攻の授業科目履修願」を校長に提出し，その許可を受けなければならな

い。 

２ 前項により修得した単位は，８単位を超えない範囲で，当該専攻における単位として認定

することができる。 

 （他の大学等で履修した単位の認定） 

第 13 条 大学等（放送大学を含む｡)及び他の高等専門学校の専攻科等（以下「大学等」とい

う｡)で開設されている授業科目の履修を希望する学生は，あらかじめ大学等の承認を得た上で，別

紙第４号様式による「他大学等の授業科目履修願」を校長に提出し，その許可を受けなければならない。 

２ 前項により修得した単位は，16単位（教養科目・工学基礎科目８単位，専門科目８単位）を超えない

範囲で，専攻科における授業科目の履修とみなし，専攻科委員会の議を経て，単位の修得を認定するこ

とができる。 

 （修了に必要な単位） 

第 14 条 専攻科の修了に必要な単位数は，62単位とし，創造工学専攻にあつては教養科目及び工学

基礎科目については 16 単位以上，専門科目については 46 単位以上，電子情報通信工学専攻

にあつては，教養科目及び工学基礎科目については 14 単位以上，専門科目については 48 単

位以上修得するものとする。 

２ 前項において，必修科目は修得しておかなければならない。 

 (長期履修学生) 

第 15 条 学則第 52 条第１項の規定により，計画的な教育課程の履修が認められた学生（以下

「長期履修学生」という｡)の年間履修可能単位数は，原則として修了要件単位数を認定され

た修業年限で除した数の２分の３を上限とする。 

２ 長期履修学生が，学則第 52 条第２項の規定により，修業年限の変更を希望する場合は，指

定する期日までに，別紙第５号様式による「修業年限変更願」を校長に提出し，その承認を

受けなければならない。 

３ 長期履修学生の履修方法は，当該専攻の担当教員に事前に相談して個別に決定できるもの

とする。 

 （雑則） 

第 16 条 この規程によるもののほか，専攻科の授業科目の履修に関し必要な事項は，別に定め

る。 

附 則 

この規程は，平成 22 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成 28 年３月３日から施行し，平成 28 年２月 24 日から適用する。 

附 則 

この規程は，令和３年４月１日から施行し，令和３年度の専攻科入学生から適用する。 

  附 則 

この規程は，令和３年４月２日から施行し，令和３年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は，令和４年４月１日から施行する。 
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 第１号様式 

                            令和  年  月  日 

          令和  年度 
前 期

後 期 選択科目履修届 

香川高等専門学校長 殿 

                    専 攻 名           専攻 

                    学籍番号              

                    氏  名              

下記の授業科目を履修したいので，お届けします。 

授 業 科 目 単位数 担当教員名 備 考 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

注 １ 大学等で履修する科目も併せて記入すること。なお，備考欄にその旨明記する 

こと。 

  ２ この届は，各キャンパスの教務担当係に提出すること。 
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 第２号様式 

                           

令和  年  月  日 

            追  試  験  願 

香川高等専門学校長 殿 

                    専 攻 名           専攻 

                    学籍番号              

                    氏  名              

 

   私は，下記の理由により定期試験を  受験できないので   ，追試験を許可              

    受験できなかったので  

  くださるようお願いします。 

 

記 

  １．理  由（証明書等添付） 

 

 

 

  ２．試験科目 

定期試験月日 試 験 科 目 担当教員名 

   

   

   

   

   

   

    注 この願いは，所定の期日までに，各キャンパスの教務担当係に提出するこ

と。  
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 第３号様式 

専攻長 
特別研究
指導教員 

  

 

                           令和  年  月  日 

 

            他専攻の授業科目履修願 

 

香川高等専門学校長 殿 

 

                    専 攻 名           専攻 

                    学籍番号              

                    氏  名              

 

   私は，下記の科目を履修したいので，許可くださるようお願いします。 

 

記 

履 修 科 目 担当教員名 備  考 

   

   

   

   

   

   

 

    注 この願いは，所定の期日までに，専攻長及び特別研究指導教員の承認を得 

て各キャンパスの教務担当係に提出すること。 
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 第４号様式 

専攻長 
特別研究
指導教員 

  

 

                           令和  年  月  日 

 

          他大学等の授業科目履修願 

 

香川高等専門学校長 殿 

 

                    専 攻 名           専攻 

                    学籍番号              

                    氏  名              

 

   私は，下記の科目を履修したいので，許可くださるようお願いします。 

 

記 

履 修 科 目 機 関 名 備  考 

   

   

   

   

   

   

 

  注 この願いは，所定の期日までに，専攻長及び特別研究指導教員の承認を得て各キ 

ャンパスの教務担当係に提出すること。  
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 第５号様式 

専攻長 

 

 

                           令和  年  月  日 

 

             修業年限変更願 

香川高等専門学校長 殿 

                    専 攻 名           専攻 

                    学籍番号              

                    氏  名              

   私は，学則第 52条第２項の規定により，下記のとおり修業年限の変更を希望 

しますので，許可くださるようお願いします。 

 

記 

 

修 業 の 始 期 

 

  

令和  年 ４月 １日 

 

修 業 の 終 期 

 

  

令和  年 ３月３１日 

 

修  業  年  数 

 

         

年間 

 

    注 この願いは，所定の期日までに，専攻長の承認を得て各キャンパスの教務 

担当係に提出すること。 
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香川高等専門学校イノベーション創造型連携教育プログラムの 

履修等に関する規程 

令和３年４月１日制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，香川高等専門学校学則（以下「学則」という｡)第 46 条の２の規定に

基づき，香川大学と実施するイノベーション創造型連携教育プログラム（以下「連携教育

プログラム」という｡)の授業科目の履修方法及び成績の評価並びに修了の認定に関し必

要な事項を定めるものとする。 

（授業） 

第２条 授業は，講義，演習，実験・実習，特別研究及び学外実習いずれか，又はこれらの 

併用により行うものとする。 

（単位の計算方法） 

第３条 各授業科目の単位数は，１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容を 

もって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時

間外に必要な学修等を考慮して，次の各号に掲げる基準により単位数を計算するものと

する。 

一 講義については，15 時間の授業をもつて１単位とする。 

二 演習については，30 時間の授業をもって１単位とする。 

三 実験・実習，特別研究及び学外実習については，45 時間の授業をもつて１単位 

とする。 

（履修方法） 

第４条 連携教育プログラムの実施において，それぞれの機関で相互に修得とみなすこと

ができる授業科目は別表１のとおりとする。 

２ 連携教育プログラム授業科目の履修にあたっては，別紙第１号様式による「履修計画

書」を所定の期日までに校長に提出しなければならない。 

 なお，履修計画を変更する場合は，再提出しなければならない。 

３ 開設する授業科目のうち，選択科目の履修にあたっては，別紙第２号様式による「選択   

科目履修届」を所定の期日までに校長に提出しなければならない。 

（定期試験） 

第５条 定期試験は，各学期末に実施する。なお，平素の成績によって評価し得る科目に 

ついては，試験の全部又は一部を行わないことがある。 

（追試験） 

第６条 次の各号に該当する理由により，定期試験を受験できなかつた学生については， 

事由を証明する書類を添えて，別紙第３号様式による「追試験願」を所定の期日までに 

校長に提出し，その許可を受けた学生について実施する。 
一 病気（医師の診断書がある場合に限る｡) 

二 忌引（学生準則第 15 条による｡) 

  三 香川大学と本校の試験日が重複した場合 

  四 その他校長がやむを得ない事情と認めた場合 

（成績の評価） 

第７条 学業成績の評価は，その期において実施した試験の成績及び通常の授業における 

小テストやレポート提出等で評価した成績，出欠状況等を総合して 100 点法で行う。 

２ 学年総合成績の評価は，各学期の成績を総合して行う。 

３ 学年総合成績の評価（100 点法）と評語の関連は次のとおりとする。ただし，100 点法 

で評価できないものについては，合格又は不合格の評語を用いることができる。 
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成績評価 90 点以上 80～89 点 70～79 点 60～69 点 0～59 点 

評語 秀 優 良 可 不可 

（単位の認定） 

第８条 前条第３項の規定に基づき，秀・優・良・可又は合格に評価された授業科目につい    

ては，単位を認定する。 

（学業成績の記録及び通知並びに証明） 

第９条 成績の記録は評価で行い，必要がある場合は評語で提示することができる。 

２ 学生に対する成績通知は評価で行う。 

３ 校外に対して発行する証明書は，原則，評語で証明する。 

（専攻科の修了認定） 

第 10 条 専攻科の単位修得及び課程修了の認定は，専攻科修了認定会議を経て，校長が 

これを行う。 

（再履修） 

第 11 条 単位を認定されなかつた授業科目は，再履修することができる。 

（修了に必要な単位） 

第 12 条 専攻科の修了に必要な単位数は，62 単位とし，創造工学専攻にあっては教養科目及び

工学基礎科目については 16 単位以上，専門科目については 46 単位以上，電子情報通信

工学専攻にあっては，教養科目及び工学基礎科目については 14 単位以上，専門科目につ

いては 48 単位以上修得するものとする。 

２ 前項において，必修科目は修得しておかなければならない。 

（香川大学での修得科目の成績の評価，評語及び修了要件に係る取扱い） 

第13条 香川大学の授業科目については，３０単位に限り，修了要件として認定（以下

「単位認定」という。）する科目に含めることができる。 

２ 単位認定を受けようとする学生は，別紙第４号様式による「単位認定申請書」を提出

するものとする。 

３ 前項の申請に基づき，専攻科委員会は単位認定を審議するものとする。 

４ 単位認定された授業科目の評価は，香川大学における評点により行い，第７条を準用

するものとする。ただし，複数の授業科目により単位認定された授業科目の評価は， 

香川大学における各授業科目の評点を次のとおりの100点法に換算し、平均したものと

する。 

香川大学における評点 秀 優 良 可 
成績評価 95 点 85 点 75 点 65 点 

（他の大学等で履修した単位の認定） 

第14条 大学等（放送大学を含む｡)及び他の高等専門学校の専攻科等（以下「大学等」 

という｡)で開設されている授業科目の履修を希望する学生は，あらかじめ大学等の 

承認を得た上で，別紙第５号様式による「他大学等の授業科目履修願」を校長に提出し， 

その許可を受けなければならない。 

２ 前項により修得した単位は，16単位（教養科目・工学基礎科目８単位，専門科目８単

位）を超えない範囲で，専攻科における授業科目の履修とみなし，専攻科委員会の議を

経て，単位の修得を認定することができる。 

（連携教育プログラム修了の認定） 

第15条 連携教育プログラム修了の認定は，香川大学・香川高等専門学校連携教育プログ

ラム協議会の議を経て，校長がこれを行う。 

（雑則） 

第 16 条 この規程によるもののほか，連携教育プログラムの実施に関し必要な事項は，別

に定める。 
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  附 則 

この規程は，令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，令和５年３月２日から施行し，令和３年度の専攻科入学生から適用する。 

附 則 

この規程は，令和６年４月１日から施行し，令和６年度の専攻科入学生から適用する。 
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別表１

共通科目 創造工学倫理 1 工学基礎科目 必修 技術者倫理 2 ※1

共通科目 国際コミュニケーションⅡ 1 教養科目 必修 実践英語 2 ※1

共通科目 技術英語 2 工学基礎科目 選択 工業英語 2

専門科目 ベクトル解析 2 工学基礎科目 必修 数学特論 2

専門科目 工学実務 2 専門科目 選択 インターンシップⅡ 2

専門科目 資源・エネルギー論 1

専門科目 環境政策 1

専門科目 コース専門科目
情報システム・セキュ
リティコース

インターネット 2 専門科目 選択 情報通信工学 2 専門科目 選択 情報ネットワーク論 2

専門科目 コース専門科目 情報通信コース ディジタル信号処理 2 専門科目 選択 ディジタル信号処理 2 専門科目 選択 ディジタル信号処理工学 2

専門科目 コース専門科目 情報通信コース 人工知能 2 専門科目 選択 知識工学 2

専門科目 コース専門科目 情報通信コース 電波・光応用工学 2 専門科目 選択 環境電磁工学 2

専門科目 コース専門科目 情報通信コース 光通信システム工学 2 専門科目 選択 光工学 2

情報通信コース 卒業研究 8 専門科目 必修 特別研究Ⅱ 8

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 機械システム実験・実習Ⅲ 2 専門科目 必修 工学実験・実習Ⅰ 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 数値解析(機械システムコース) 2 専門科目 選択 数値解析特論 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 弾性力学 2 教養科目 選択 弾塑性力学 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 熱力学（機械システムコース） 2 教養科目 選択 内燃機関工学 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 伝熱工学 2 専門科目 選択 伝熱工学特論 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 機能美工学演習 1 専門科目 必修 工学実験・実習A 1 ※2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 現代制御 2 専門科目 選択 制御工学特論Ⅱ 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 画像処理 2 専門科目 選択 画像処理工学 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 機械力学Ⅱ 2 専門科目 選択 振動工学特論 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 固体物理入門 2 専門科目 選択 半導体工学 2

専門科目 コース専門科目 機械システムコース 光学 2 専門科目 選択 光工学 2

機械システムコース 卒業研究 8 専門科目 必修 特別研究Ⅱ 8 ※2

※1　高専での受講を優先すること。

※2　イノベーション創出型連携教育プログラム専用開講科目

コミュニケーション能力

香川大学創造工学部 香川高等専門学校専攻科

備　考

区　　　　　　分 授　業　科　目 単位数

授業科目

区分 創造工学専攻 単位数 区分 電子情報通信工学専攻 単位数

倫理

コミュニケーション能力

数理的基礎能力

多角的思考能力

多角的思考能力

専門科目 選択

多角的思考能力

卒業研究・卒業制作

卒業研究・卒業制作

エネルギー工学特論 2
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令和　　年　　月　　日

専 攻 名 専攻

学籍番号

氏    名

履修予定科目単位数（修了要件）総数

第１号様式

香川高等専門学校長　殿

履修予定科目単位数小計

履修予定科目単位数小計

内　認定単位数

教養・工学基礎科目（修了要件）合計

区分

履修予定科目単位数小計

履修予定科目単位数小計

内　認定単位数

修了条件単位数

創造工学専攻は16単位以上
電子情報通信工学専攻は14単位以上

創造工学専攻は46単位以上
電子情報通信工学専攻は48単位以上

30単位以内

香川大学開設科目(30単位以内)を含めて62単位以上

専門科目（修了要件）合計

履修予定科目単位数小計

履修予定科目単位数小計

内　認定単位数

香川高専専攻科

香川大学

香川高専専攻科

香川大学

香川高専専攻科

香川大学

教
養
科
目
・

工
学
基
礎
科
目

専
門
科
目

（イノベーション創造型連携教育プログラム）

令和　　年度履修計画書

イノベーション創造型連携教育プログラムの履修計画は下記のとおりです。
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１年 ２年 １年 ２年

教養・工学基礎科目履修単位計

工
学
基
礎
科
目

区分

必
修

履修を予定する
学年に単位数を記入

履修を予定する
学年に単位数を記入

区分

必
修

選
択

教
養
科
目 必

修

専門科目履修単位計

選
択

授業科目 授業科目

専
門
科
目

選
択

【香川高等専門学校専攻科開設科目】
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１年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年

区分

学
部
開
設
科
目

全学共通科目履修単位計

全
学
共
通
科
目

共
通
科
目

授業科目 授業科目区分

履修を予定する
学年に単位数を記入

履修を予定する
学年に単位数を記入

学部開設科目履修単位計

卒業研究・卒業制作

専
門
科
目

【香川大学開設科目】
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 第２号様式 

                           令和  年  月  日 

 

令和  年度 
前 期

後 期 選択科目履修届 

（イノベーション創造型連携教育プログラム） 

 

香川高等専門学校長 殿 

 

                   専 攻 名           専攻 

                   学籍番号              

                   氏  名              

 

下記の授業科目を履修したいので，お届けします。 

授業科目 単位数 担当教員名 備考 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

注 １ 大学等で履修する科目も併せて記入すること。なお，備考欄にその旨明記

すること。 

２ この届は，各キャンパスの教務担当係に提出すること。 
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 第３号様式 

                           令和  年  月  日 

 

追  試  験  願 
（イノベーション創造型連携教育プログラム） 

 

香川高等専門学校長 殿 

                   専 攻 名           専攻 

 

                   学籍番号              

 

                   氏  名              

 

 

                     受験できないので    

  私は，下記の理由により定期試験を             ，追試験を許 

    受験できなかったので  

 

  可くださるようお願いします。 

 

記 

  １．理  由（証明書等添付） 
 
 
 
 
  ２．試験科目 

定期試験月日 試 験 科 目 担当教員名 

  

  

  

  

  

  

    注 この願いは，所定の期日までに，各キャンパスの教務担当係に提出する

こと。 
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専 攻 名 専攻

学籍番号

氏　　名

認定申請科目名 認定単位数 認定申請科目名 認定単位数

全学共通科目計

共通科目計

専門科目計

※成績証明書を添付すること

認定申請単位数総計

専
門
科
目

卒業研究・卒業制作

共
通
科
目

学部開設科目計

第４号様式

学
部
開
設
科
目

学
部
開
設
科
目

区分

令和　　年度単位認定申請書
（イノベーション創造型連携教育プログラム）

香川大学で習得した下記の単位について香川高専専攻科において習得したものとみなし単位の認定を申
請します。

令和　　年　　月　　日

全
学
共
通
科
目

区分
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第５号様式 

専攻長 
特別研究

指導教員 

  

 

                           令和  年  月  日 

 

          他大学等の授業科目履修願 

 

香川高等専門学校長 殿 

 

                    専 攻 名          専攻 

                    学籍番号             

                    氏  名             

 

   私は，下記の科目を履修したいので，許可くださるようお願いします。 

 

記 

履 修 科 目 機 関 名 備  考 

 
  

   

 
  

   

   

   

   注 この願いは，所定の期日までに，専攻長及び特別研究指導教員の承認を得て各   
キャンパスの教務担当係に提出すること。  
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香川高等専門学校学生懲戒等に関する規程 

 

令和７年２月 26日制定  

（趣旨） 

第１条 本規程は，香川高等専門学校学則（以下「学則」という。），香川高等専門学校学生 

 準則及び学生心得（以下「学生準則等」という。）に違反した学生に対する懲戒・注意（以

下「懲戒等」という。）について必要な事項を定める。 

 

（懲戒等の種類） 

第２条 学則第４２条に定める懲戒の種類は，次の各号のとおりとする。 

一 退学：学生としての身分を喪失させる。 

二 停学：一定期間の謹慎を通して，反省及び改善を促す。 

三 訓告：厳重に注意を与え，反省及び改善を促す。 

２ 前項の懲戒は校長が決定し，申し渡す。 

３ 停学の期間は修業年限に算入するものとする。 

４ 学則及び学生準則等に違反するが，懲戒には至らないと認められる場合は，注意を与え 

る。 

５ 前項の注意は，学生主事，学生副主事，学生主事補，学科長（専攻科生においては専攻 

長），担任が行う。 

 

（懲戒等の対象行為）  

第３条  懲戒等の対象となり得る行為は，次の各号のとおりとする。 

一 法令に違反する行為（交通違反・事故を含む） 

二 試験・研究における不正行為（カンニング・剽窃・データの捏造・改ざんなど） 

三 人の尊厳を侵害する行為（差別・侮辱・いじめ・ハラスメント・盗撮・名誉毀損など） 

四 飲酒・喫煙に関する違反及びそれらを強要・助長する行為 

五 暴力行為・危険行為（危険物の持ち込み，危険な薬物使用・所持など） 

六 他人の財物に関わる不正行為（窃盗・詐欺・恐喝など） 

七 学校の施設・設備・ネットワークの不正利用や故意の破損行為 

八 情報倫理に反する行為（プライバシーや著作権の侵害，SNSの不適切な利用など） 

九 学生準則等に違反する行為（服装・通学方法などの規定違反） 

十 その他，学校の秩序を乱す行為や学校の名誉・信用を損なう行為  

 

（懲戒等の指針） 

第４条  前条に掲げた行為に対する懲戒等の処分内容は別表のとおりとする。ただし，具 

 体的な内容の決定に当たっては，対象となる行為の動機，結果や対応，故意・過失の度 
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合い，他の学生や社会に与える影響等を含め総合的に勘案する。 

２ 過去に懲戒等を受けた者が，再び懲戒等に相当する行為を行った場合は，必要に応じ 

てより厳格な懲戒等を行うことができる。 

 

  （懲戒等の対象となる行為の調査） 

第５条  学生主事は，第３条に掲げられた懲戒等の対象となる行為を知り得た場合は，校 

長へ報告するとともに，学生小委員会で調査する。 

２ 学生主事は，必要に応じて学生小委員会委員以外の教員を調査に加えることができる。 

 ３ 調査に当たっては，懲戒等の対象行為を行った学生及び関係者に対する事実確認を行 

うなど，公正かつ十分な調査を行う。 

 ４  調査及び事実確認を行うに当たって，対象行為を行った学生に対して弁明の機会を与 

えなければならない。 

 

 （懲戒等の手続） 

第６条  学生に対する懲戒等は，前条の調査結果及び対象行為を行った学生の弁明を踏ま 

えて，原則として第４条に基づき，学生小委員会で審議し校長がこれを決定する。ただ 

し，審議により懲戒に当たらないと判断された場合は，学生主事の判断により注意を与 

えることができる。なお，懲戒等の対象となる行為を行った学生が専攻科生の場合は， 

学生小委員会と専攻委員会の合同委員会により審議を行う。 

 ２ 前項において，停学が相当であると判断された場合は，停学期間についても併せて学 

生小委員会で審議し，校長がこれを決定する。 

３ 第１・２項において無期停学以上（無期停学・退学等）の処分が必要と判断される場 

合，企画運営会議を開きこれを審議決定する。  

４ 懲戒等の処分が決定する前であっても，校長が必要と判断した場合は，対象の学生に 

謹慎を命ずることができる。 

 

  （懲戒等と学籍異動） 

第７条  停学処分となった学生から当該停学期間を含む休学の願い出があった場合は，原 

則これを受理しないものとする。 

 

附 則 

  この規程は，令和７年４月１日から施行する。  
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別表（第４条第１項） 

香川高等専門学校 学生標準処分基準表（第３条に対応） 

懲戒等の対象となる行為 
懲戒 

注意 
退学 停学 訓告 

一 法令に違反する行為（交通違反・事故を含む） ◯ ◯ ◯ ◯ 

二 試験・研究における不正行為 

（カンニング・剽窃・データの捏造・改ざんなど） 
 ◯ ◯ ◯ 

三 人の尊厳を侵害する行為 

（差別・侮辱・いじめ・ハラスメント・盗撮・名誉毀損など） 
◯ ◯ ◯ ◯ 

四 飲酒・喫煙に関する違反及びそれらを強要・助長する行為  ◯ ◯ ◯ 

五 暴力行為・危険行為 

（危険物の持ち込み，危険な薬物使用・所持など） 
◯ ◯ ◯ ◯ 

六 他人の財物に関わる不正行為（窃盗・詐欺・恐喝など） ◯ ◯ ◯ ◯ 

七 学校の施設・設備・ネットワークの不正利用や故意の破損行為  ◯ ◯ ◯ 

八 情報倫理に反する行為 

（プライバシーや著作権の侵害，SNSの不適切な利用など） 
◯ ◯ ◯ ◯ 

九 学生準則等に違反する行為 

（服装・通学方法などの規定違反） 
  ◯ ◯ 

十 その他，学校の秩序を乱す行為や学校の名誉・信用を損なう行 

 為 
◯ ◯ ◯ ◯ 

＊規程第４条第２項に当てはまる事例の場合は，この限りではない。  
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独立行政法人国立高等専門学校機構保護者等に関する取扱要項 

 

理事長裁定 

制定 令和 ３年 ２月１８日 

 

（目的） 

第１条 この要項は，国立高等専門学校（以下「学校」という。）に在学する学生が

教育研究活動を円滑に遂行していくうえで，学校と連携し，学生を指導・支援する

立場にある者（以下「保護者等」という。）に関して，必要な事項を定めるものと

する。 

 

（保護者等の要件） 

第２条 保護者等とすることができる者は，学生が未成年の場合においてはその親権

者又は児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条，第６条の４及び第７条で

定める学生を監護する者若しくは監護する施設等の長とする。また，学生が成年の

場合においては３親等以内の親族とする。  

２ 前項の要件に合った保護者等が選定できない場合は，独立の生計を営む成年者で

あり，学生の指導・支援への意向のある者とする。 

 

（保護者等による入学時の誓約） 

第３条 学生は，入学時に，学校で定めた誓約書により保護者等の連署を得て，入学

する学校の校長に提出するものとする。  

２ 前項の誓約書は別紙様式１を基に学校で作成するものとする。  

３ 学生は，誓約書に連署した保護者等を変更する場合又は保護者等の住所等変更が

あった場合は，学校の定める様式により，保護者等の連署を得て，速やかに学校に

提出するものとする。  

 

（保護者等の義務） 

第４条 保護者等は，学生の在学中における行為について，学則等の諸規則を遵守す

るよう学生を指導・監督する責任を負う。  

２ 保護者等は，学生が在学中に事件・事故等により，その生命若しくは身体に危険

を及ぼし，又は財産に重大な損害を及ぼす時若しくはその恐れのある時には，学校

と連携して，学生の保護に努めなければならない。  

 

（学生の身分異動等） 

第５条 学校は，学生が次に掲げる事項について学校に許可又は届け出を行う場合に

ついては，学校の定める様式により，保護者等の連署を得て，学校に提出させるも

のとし，その許可状況等について保護者等に通知するものとする。  

 一 退学 
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 二 休学 

 三 復学 

 四 転学 

 五 留学 

 六 転学科 

七 授業料免除申請（徴収猶予を含む。）  

八 入寮申請 

 九 改姓及び改名 

 十 その他学生の身分異動に関すること  

 

（保護者等への通知） 

第６条 学校は次に掲げる学生の情報について，特段の事情がない限り，保護者等に

通知するものとする。  

 一 学業成績 

 二 出席情報 

 三 健康診断情報 

 四 学生が学校から表彰された場合  

 五 学生が学校から懲戒を受けた場合又は懲戒に準ずる指導を受けた場合  

 六 学生が問題行動等を起こした場合  

 七 学生が在学時に怪我や病気等になった場合  

八 その他学生に対する支援又は指導が必要な場合  

 

（緊急時の連絡） 

第７条 保護者等は緊急時に学校からの連絡を受けることができる連絡手段をあらか

じめ学校に伝えるものとする。  

２ 学校は，学生が事件事故等により被害にあった場合又はその恐れのある場合等の

緊急時には，前項に定める連絡手段を用いて，直ちに保護者等に連絡しなければな

らない。 

 

（保護者等への情報提供）  

第８条 学校は，保護者等に対し，学校の広報誌，学事日程等必要な情報について，

原則情報提供するものとする。  

 

（保護者等による入寮時の誓約） 

第９条 学校の寄宿舎に入寮する学生（以下「寮生」という。）は，学校で定めた入

寮誓約書により保護者等の連署を得て，校長に提出するものとする。  

２ 前項の誓約書は別紙様式２を基に学校で作成するものとする。  

３ 学生は，保護者等を変更する場合又は保護者等の住所等変更があった場合は，学

校の定める様式により，保護者等の連署を得て，速やかに学校に提出するものとす
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る。 

 

（寮生の保護者等の義務） 

第１０条 保護者等は，寮生の在寮中における行為について，学則及び学生寮の諸規

則を遵守するよう寮生を指導・監督する責任を負う。  

２ 保護者等は，寮生が在寮中に事件・事故等により，その生命若しくは身体に危険

を及ぼし，又は財産に重大な損害を及ぼす時，若しくはその恐れのある時には，学

校と連携して，寮生の保護に努めなければならない。  

 

（寮生の保護者等への通知） 

第１１条 学校は次に掲げる寮生の情報について，特段の事情がない限り，保護者等

に通知するものとする。  

 一 寮生が在寮時に学校から懲戒を受けた場合又は懲戒に準ずる指導を受けた場合  

二 寮生が在寮時に問題行動を起こした場合  

 三 寮生が在寮時に怪我や病気等になった場合  

 四 寮生の継続入寮等に関する事項  

五 その他寮生に対する支援又は指導が必要な場合  

 

（緊急時の連絡）  

第１２条 保護者等は緊急時に学校からの連絡を受けることができる連絡手段をあら

かじめ学校に伝えるものとする。  

２ 学校は，寮生が事件事故等により被害にあった場合又はその恐れのある場合等の

緊急時には，前項に定める連絡手段を用いて，直ちに保護者等に連絡しなければな

らない。 

 

（寮生の保護者への情報提供）  

第１３条 学校は，寮生の保護者等に対し，学生寮の行事，取り組み等必要な情報に

ついて，原則情報提供するものとする。  

 

（雑則） 

第１４条 この要項に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

 

   附 則（令和３年 ２月１８日 制定） 

１ この要項は，令和３年２月１８日から施行する。ただし，第３条及び第９条の規

定は，令和３年度入学者及び入寮者から適用する。  
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平成３０年６月４日 

 

   電子情報通信工学専攻長 

 

 

専攻科生の学会発表等に関する学生支援についての申し合わせ 

 

 

１．支援理由 

   専攻科生は必修科目として指導教官の下でテーマを設定し「特別研究」を行っており，研究成果 

の発表を行う学会発表は研究の推進に直接役立ち，プレゼンテーション能力を磨く発表の場である。 

学会発表に必要な旅費を支援することにより，研究による創造力を養成しやすい環境を与えること 

ができ，極めて有益である。 

 

２．支援項目 

   専攻科生の国内における学会発表（学生本人が発表する場合に限る。）に係る交通費 

 

３．支援内容 

後援会からのこの支援の総額は20万円以内である。前期分の補助額を10万円とし，残があれば 

後期分に繰り越すものとする。そのため，前期で10万円に達した場合，年度で20万円に達した場 

合は補助を受けられない。なお，専攻科生１人当たり年間１回に限り4万円を限度として交通費を 

支給する。交通費は学割，往復割引適用とし旅費規則の範囲内とする。 

 

４．支援手続き 

 （１）学生は事前に「学会発表等交通費申請書」を学生課課長補佐へ提出する。 

    その際，プログラム等添付し，指導教員の確認を得ること。 

（２）学生は旅行終了後，「学会発表等交通費請求書」を学生課課長補佐へ提出する。 

   

 

５．その他 

 （１）同一の発表に関して，教育研究支援基金との重複申請はできない。 

 （２）この申し合わせに定めるもののほか，必要に応じて専攻委員会が定める。                 
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専 攻 長 指導教員 

  

学会発表等交通費申請書 

 

      令和  年  月  日 

 

香川高等専門学校 

詫間キャンパス後援会長 殿 

 

                    電子情報通信工学専攻  年 

                     

学生氏名            印 

 

 

 下記のとおり学会等にて研究発表を行いますので，交通費の補助をお願いいたします。 

 

記 

 

１．用務(発表学会講演会名等) 

 

２．用務先(発表会場等) 

 

３．用務先場所（所在地） 

 

４．旅行期間 

 

   自  令和   年   月   日 

   至  令和   年   月   日           日間 

 

５．備考 

 

  

 

以上 
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専 攻 長 指導教員 

  

学会発表等交通費請求書 

      令和  年  月  日 

 

 

香川高等専門学校 

詫間キャンパス後援会長 殿 

 

                    電子情報通信工学専攻  年 

                     

学生氏名            印 

 

 

 学校から許可され，学会等にて研究発表しましたので，交通費について下記のとおり

請求します。 

 

記 

 

１．用務(発表学会講演会名等) 

 

２．題   名 

 

３．発表年月日 

 

４．発表場所（所在地も記入） 

 

５．請求金額                    円 

           交通費内訳 

             （     ）～（     ）         円 

             （     ）～（     ）         円 

 （     ）～（     ）         円 

             （     ）～（     ）         円 

 

                                      以上 
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R７専攻科学生便覧 変更点 

（該当ページに関して、R7 年度版専攻科学生便覧のページ数を記載しています。） 

 

● 第４章 福利厚生 

 

〇 福利厚生 （４）各種相談制度 （該当２３、２４P） 

カウンセラー「河本 和代」 水曜日 午後 学生相談室 

ソーシャルワーカー 「森本 奈緒子」 月曜日・木曜日 午後 打合せ室 

→上記２名の先生が新しく担当します。 

 

● 第５章 諸規則 

Ⅳ．香川高等専門学校学生懲戒等に関する規程を追加（該当５９～６１P） 
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